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行方市は、茨城県の東南部に位置し、平成 17年 9月 2日 に麻生町・北浦町・玉造町の3町が含

併して誕生しました。人口約4万人、面積は、 166.33kだ になります。東は北浦、西は霞ヶ浦
(西浦)の大きな湖に面しています。地形的には東西の湖岸部分は低地、内陸部は標高30m前後の
丘陵台地 「行方台地」で形成されており低地は水田、台地は畑地として利用されています。霞ヶ浦

沿岸部は概ねなだらかなで連続的な稜線が見られるのに対し北浦側は屈曲、出入りが見られ比較的

起伏に富んでいます。温暖な気候と豊かな自然環境に恵まれ、古くより人々の生活の痕跡としての

貝塚や吉墳・城跡などの遺跡が数多く点在しております。

この度、行方市麻生字岩ノ入地内の土採取事業計画に伴い埋蔵文化財の確認調査を行つたところ、

計画地内に古墳時代～平安時代の遺構が確認されました。開発事業者と取扱いについての協議を行

なつた結果、遺跡の現状保存が困難であることから、やむを得ず発掘調査を行い記録保存を図るこ

とになりました。

本書は、その岩ノ入遺跡の調査成果を収録したものです。学術的な研究資料としてはもとより、

郷上の歴史に対する理解を深めるために活用されることにより、教育 。文化の向上の一助となれば

幸いです。

最後になりますが、発掘調査から報告書の刊行までご協力、ご指導を賜つた関係者並びに関係機

関に対し深く感謝申し上げます。

平成20年 10月

行方市教育委員会 教育長

行方市遺跡調査会会長

額 賀  旭



口

1 本報告書は、茨城県行方市麻生字岩ノ入2772-21こ所在する岩ノ入遺跡の発掘調査報告書である。
2 本調査は、株式会社YASU(代 表取締役 茂木康明)力 S計画した上採取事業に伴う記録保存
の発掘調査で、対象面積は 1100ポ である。
3 調査は行方市遺跡調査会が茨城県教育庁文化課、行方市教育委員会の指導のもとに実施した。
4 調査は平成20年 3月 27日 ～6月 26日 までの期間、合わせて50日 間実施した。
5 整理作業は平成 20年 6月 16日 ～9月 30日 まで行つた。
6 行方市遺跡調査会組織は下記のとおりである。

会  長  額賀  旭  (行方市教育委員会教育長)
副 会 長  風間 亨夫  (行方市文化財保護審議会会長)
理  事  茂木 岩夫  (行方市文化財保護審議会副会長)
〃   植田 敏雄  (行方市文化財保護審議会委員)
〃   羽生  均  (     ″       )
〃   宮内 俊雄  (     ″       )
〃   山中 康雄  (     ″       )
″   宮内 利夫  (     〃       )
″   河野 勝雄  (     〃       )
〃   伊勢山雅昭  (     ″       )
″   宮崎 幸男  (     ″       )
″   大場 浩―  (     ″       )
″   飯田 俊彦  (     ″       )
″   海老澤幸雄  (     ″       )
″   茂木 康明  (株式会社YASU)
監  事  高橋 量光  (行方市文化財保護審議会委員)
″   高野  顕  (     ″       )
事務局長  宮本  正  (生涯学習課課長)
事務局員  内田 博明  (生涯学習課課長補佐)

例

〃   荒張 文枝  (  〃
〃   平塚 喜昭  (  〃
〃   塙   大  (  ″

文化振興G係長 )
文化振興G係長 )
文化振興G主任 )

７

８

調査担当者  汀  安衛  (鹿行文化研究所)
調査員 徳利 初代  (  ″
本報告書の執筆は汀 安衛が行った。
出上遺物、図面、写真類は行方市教育委員会が保管する。

1 本報告書の図面の縮尺は原則 1/60、 遺物は原則 1/3と し水糸レベルは標高を表示した。
基準点の座標はX-102.250 Y59739,085
2 遺構は原則 1/20、 1/60、 遺物は1/3を基準とし、法量はA口径 B器高 C底径とし、その
他はその都度表記した。スクリントンは次のように使用した。 E璽塁竃 [亜]焼土 E可]火床部
3 整理作業は主に遺物水洗い、注記、復元と図版作成を徳利初代、トレースと一部の遺物実測を
大野和子、遺物台帳、復元、図版作成と報文執筆は汀 安衛が行つた。
4 記号は竪穴住居跡はSI、 土坑はSK、 ピットはPを使用した。
5 調査にあたり次の方々にご協力を受け記して感謝の意を表します。茨城県教育庁文化課、行方
市教育委員会、鹿行教育事務所、塙 弘 。塙 芳子・塙 二郎 。高須脩夫・海老沢光雄・金子光
男・柳川裕志・大野和子、行方市シルバー人材センター・斎藤弘道氏

例凡
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I 遺跡の位置と史的環境 (第 1図 )

本遺跡は、茨城県行方市麻生字岩ノ入2772-2番地に所在する。遺跡の所在する行方市は茨城県
の東南部に位置し、東側を北浦、西側を霞ヶ浦 (西浦)に面し、台地中央部に源を発する中小河川に

よつて樹枝状に支谷が解析され凹凸、屈曲の多い地形を呈している。

遺跡の大半は、これらの支谷縁辺または半島状、北浦、西浦に面する舌状台地上ゃ沖積平野など

に縄文時代から近世にかけて多くの遺跡が存在している。霞ヶ浦や北浦に面する湖岸沖積地は古来

より水田として利用され、こうした恵まれた自然環境の中に縄文時代から近世まで多くの遺跡が残

されており、当時の人々の営みを知る事が出来る。

今回調査対象になった岩ノ入遺跡は、霞ヶ浦 (西浦)に流れ込む城下川左岸の馬の背状台地先端部

の標高34m程 の台地に占地し、周辺には、縄文時代から古墳時代にかけて多くの遺跡が存在して
いる。南側300mの 半島状台地基部には大麻貝塚 (縄文時代中期、後期と古墳時代)西側には小
屋ノ内館、二本本城跡、南側には小支谷を挟んで道場平貝塚と遺跡、東側にもフラビ台遺跡、北西

側に谷を挟んで四部切貝塚 (縄文後期、古墳時代)ん あ`る。 (注 1)

城下川下流部には中世行方四頭の 1人麻生氏の居城 「麻生城跡」や南側の沖積地には (現麻生小
学校)江戸時代の麻生藩陣屋跡など古代から近世まで多くの遺跡が存在し恵まれた自然環境を物語る。

岩ノ入遺跡は今回の試掘調査によって確認された遺跡のため、現在まで調査や報文、資料は無い。

注 1 麻生町の遺跡  1997年   麻生町教育委員会 編集 茨城大学人文学部考古学教室
2 道場平遺跡発掘調査報告書  1996年  麻生町遣跡調査会
3 四部切遺跡発掘調査報告書  1990年  麻生町遺跡調査会
4 二本木城跡発掘調査報告書  1991年  麻生町遺跡調査会
5 大麻貝塚発掘調査報告書   1990年  麻生町遺跡調査会
6 小屋ノ内館発掘調査報告書  1970年  麻生町遺跡調査会
7 フラピダイ遺跡発掘調査報告書 1996年   麻生町遺跡調査会
8 大麻古墳発掘調査報告書   1999年  麻生町遺跡調査会

● 岩ノ入遺跡

1道場平遺跡
2四部切遺跡

3二本木城跡
4大麻貝塚
5小屋ノ内館
6ワラビダイ遺跡

7大麻古墳

,ヽs i

第 1図 遺跡の位置と周辺遺跡
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H 調査に至る経偉
平成 19年 11月、株式会社YASU(代 表取締役茂本康明)よ り 市内麻生字岩ノ入2772-
2外 3筆について土採取事業の計画に対する埋蔵文化財の所在の有無と取扱いについて照会があっ
た。行方市教育委員会で確認調査の試掘を行ったところ遺構と遺物が確認されたため調査結果を報

告し株式会社YASUと 協議を行なった。
その結果計画変更による現状保存は困難との結論となり、開発業者である株式会社YASUが 調
査費用を負担し、発掘調査を行い記録保存することとなった。

行方市遺跡調査会が平成 20年 3月 25日 より5月 9日 の予定で調査を開始した。調査対象面積
約 1000∬ であったが、茨城県教育庁文化課の指導により面積は 1100ド に拡大、調査は6月
26日 までの50日 間となった。

1 確認調査と調査日誌
調査は平成 19年 12月 17日 にトレンチ2本を設定し試掘調査を行なった。その結果奈良時代
～平安時代の住居跡 3軒とピット1基が認められた。以下、調査経過を抜粋し箇条書に述べる。
3月 25日  確認調査 トレンチに従つて重機により表土除去。諸道具搬入。
3月 26日  本日より遺構確認作業を開始。プレハブ搬入。表土除去。
3月 27日  雑本の根株除去と遺構確認作業。
4月  1日 グリット設定、遺構確認作業。複合関係が見られる。立本根株除去が大変。
4月  2日 中央部の遺構から 1号住居跡として調査開始。
4月  7日  5・ 6号住居跡調査、 1・ 2号住居跡電調査。
4月 11日  降雨の為午後より調査。2号住居跡電平面図作成。5号住居跡竃調査。6号住居跡調査。
4月 14日  7号住居跡調査、 6号住居跡土層作図、 3号住居跡竃調査。雨多く作業進まず半日。
4月 16日  6号住居跡遺物上げ、 4・ 7号住居跡土層作図。各遺構浅いが立木根株が多い。
4月 21日  5・ 6号住居跡竃調査。 8・ 9・ 11・ 14号住居跡調査。
4月 28日  13。 14号住居跡土層作図。 9号住居跡平面図作成。
5月  1日  13号 住居跡遺物上げ。 6。 11号住居跡柱穴調査。
5月  7日  14・ 16号住居跡土層作図。 16は深い。調査区東側大半目途が付く。
5月  9日  14号 住居跡電調査。 16号住居跡土層作図。 17号住居跡調査開始。
5月 12日  14・ 16。 17号住居跡電、平面図、調査。県文化課指導により西側部分表土除去

し住居跡確認。

5月 17日  14。 15号住居跡平面図作成。 17・ 18号住居跡調査。炭窯の調査終わる。
5月 21日  17号 住居跡遺物平面図作成。 18・ 19号住居跡土層ベルト除去。ピット調査。
5月 23日  19号 住居跡土層作図。ピット調査。
5月 26日  18・ 19号住居跡竃調査。20号住居跡平面図作成。貯蔵穴調査。
5月 28日  22号 住居跡電調査。 16号住居跡柱穴調査。 19号住居跡南側表土除去。

文化課後藤氏視察。エリア外西側の調査を要請される。

6月  1日  16・ 22・ 23号住居跡柱穴、壁溝、電確認調査。
6月  5日 県文化課指導の西側エリア調査。土坑、溝有り。全員での作業終了。
6月  6日 西側エリア測量。写真。22号住居跡遺物平面図作成。 19号住居跡竃調査。
6月 10日  11・ 12・ 13・ 14号住居跡掃除と確認調査、写真撮影。
6月 14日  17号 住居跡南側確認。壁溝、柱穴、貯蔵穴調査。
6月 16日  23号 住居跡調査。
6月 26日  24号 住居跡調査。本日で現場作業終了。
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Ⅲ 調査の概要 (第 2図 )
調査区は、城下川から分かれた支谷に面する馬背台地で、標高34.7mを 測る。中央部がさも高
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第 2図 遺橋位置図
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く弱く反 「く」の字状に屈曲、中央部から東西南北にそれぞれ比高差 1.5m程の弱い傾斜を示す。
面積と地形は東西80m南 北 10～ 20mと 西側の標高25mの 10m程低い地区に分れ、この部
分は幅5～ 10m、 長さ20mの 馬の背状部分である。
確認調査によって4軒前後の住居跡が推定されており、本調査もこのトィンチに拠って表上を除
去し、遺構確認に務めたところ 15軒前後の住居跡が認められた。その後、更に西側周辺の表上を
除去し確認調査を行った結果住居跡 24軒、土坑 11基、ピット15、 溝 2条、炭窯 1基が認めら
れた。西側では確認面が灰褐色粘上であった。

住居跡の分布は、中央部の平坦部には少なく東側と西側の緩やかな傾斜面に認められた。西側の

幅狭な部分からは古墳時代後期の鬼高、真間期の住居跡 5軒 と平安時代の住居跡 2軒、東側では奈
良～平安時代の住居跡が 9軒認められ、共に複合関係がみられる。中央部には奈良～平安時代の住
居跡 5軒が検出され、住居跡は三ヶ所に偏在を示していた。また西側の一部は炭窯の粘土採取の為
かなり撹乱が見られた。

住居跡プランは方形状が大半を占めたが長方形プランも2軒みられた。電は北側ないし北西側が
大半を占めたが 15、 17、 22号住居跡のように東壁側に付設するものもあった。また電はロー
ム層を掘りこんだ円形炉状のものと逆 「U」 字状に粘上を用いて付設するもの、袖部のみ粘上を使
用するなどの特徴も認められた。

柱穴は小型の住居跡では隅部に掘り込むもの、検出でされなかった住居跡などもあり、全体に浅
い掘り込みが多かつた。

遺物は各遺構とも少なく、土師器に比べ須恵器の割合も多かったが大半は破片であり、接合によ
り器形の窺えるものも少なかった。

鉄器は3点、石器は2点 と非常に少なかった。
以下、各住居跡の概要について述べる。
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1 住居跡 と出土遺物
1号住居跡と出土遺物 (第 3図・図版 2、 8)

本跡は調査区中央部グリットD8区に位置し、西南側にゆるく傾斜する。北側では2号住居跡を
掘り込み西側では3号住居跡に掘り込まれ複合関係にある。規模は東西 4.4m、 南北4.lmの方
形状プランを呈し主軸をN-1° 一Wに置く。壁高は北側で 1 5 clllと 低い。
床面は、ほぼ平坦で竃の前面及び中央部が良く踏み固められている。壁溝は確認できなかつた。

ピットは、 2ヶ所東壁側に認められPlは径 5 0 cln、 深さ3 0cmの長円状。P2は径 3 5cm、 深さ
2 5cm。

Y           Z

o         50c獅
中

Dキ   B DI

百 ML=3■ 50m 0              2m

5

1      3

悦

一
る

第 3図  1号住居跡・出土遺物実測図
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竃は、北壁の西寄 りに位置して半円状に付設され焚口から煙道部まで 1 3 0cm、 袖部幅 7 0cm、
外部への掘り込みは3 0cm、 火床部は中央に位置し 1 0cm程掘り込み、火熱を受け赤褐色を呈し硬
い。

覆土は、 3層であるが大半は2層が占め、竃前面では砂質粘土がみられた。全体に粘性、締まり
はやや有る。

遺物は、土師器片 120(養 110・ 不 10)須恵器片21(甕 2・ 郷 19)ん Sみられた。いず
れも竃周辺または内部から出上している。 1は竃前面から出上した小型の甕形土器で、口唇部は尖
り開き器肉は薄い。 2・ 3は須恵器邦でロクロ成形、口縁部は開く。4。 5は西北隅部から出土し
ている支脚と紡錘車で土製。

本跡は複合関係、出土遺物から10世紀初頭の時期が考えられる。

2号住居跡と出土遺物 (第 4図 。図版 2、 8)
本跡は調査区中央部グリットC8区に位置し、南側にゆるく傾斜する。南側では 1号住居跡の一
部を埋めて複合関係にある。プランは東西4.5m、 南北4mの方形状を呈し主軸をN-40° 一W
に置く。壁高は東側で 1 5cmと 低い。南西側は明確ではない。

床面は、ほぼ平坦で電前面から南側の中央部が良く踏み固められている。壁溝は確認できなかっ

た。

ピットは(4ヶ所認められ、 Plは長径 5 0cm、 深さ4 5cmの長円形。P2は径 5 0 cln、 深さ3
0 cmの円形。P3は径 5 0 cll、 深さ3 0cmの 円形。P4は径 4 0 cln、 深さ2 5 clnの 円形。 「U」 字
状掘り込みで主柱穴と考えられる。その他、竃前に土坑状のピットが有り径 1.5 cmの円形を呈する。
竃は、北西側壁面中央部に位置して楕円状に付設され明確な煙道部は認められない。焚口は一段

低く中央部を3 5cmほ ど掘り込み、火床部は中央に位置、火熱を受けて赤褐色を呈し、硬い。
覆土は、 1層で褐色、粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器片 174(養 156・ 邦 18)須恵器片27(養 9・ 不 18)力耳みられた。中央
部と竃から出上している。 2・ 3。 4は須恵器郷、底部は回転ヘラ切り、 5は鉢に近い器形。6は
電袖部から出上した台付皿。鉄器は長さ 10.5 cln、 四角形で長さ7.8 cm。 先端は丸味を帯び刀子
と思われる。

本跡は複合関係、出土遺物の特徴から9世紀初頭の時期が考えられる。

番 号 器 種 法量 (clll) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎土.色調.焼成 備考

1 土師器
客

A ll,5
B 10
C  5.5

器肉の薄い小型甕
頚部の括れは弱く安定した平底
本葉痕 口唇部は外反尖る

ヘラナデ
指頭調整

細石多量

暗褐色

良

600/O

床直

2 須恵器
邦

A  14
B  4,5
C  5.5

安定した平底
体部は外反 して立ち上がる
日唇部は弱く膨 らむ

静止ヘラ切り
ナデ調整

細石多量

灰青色

良

600/O

覆土

3 須恵器
杯

Ａ

Ｂ

Ｃ

13,5

4,5

4.5

小さめの底部から直線的に開く
口唇部は弱く膨らむ 静止ヘラ切り

ナデ調整

細石中量

灰白色

良

600/O

床直

4 支脚
径   5,5
遺存長 7

上下欠失、円形 すデ調整 精選

暗褐色

良

200/O

床直

5 紡錘車
径  3,3
高さ 1,5

底径 5

土製でほぽ円形
孔径0,6c m

ナデ調整 雲母少量

黒褐色
農

完形
床直

第 1表  1号住居跡出土遺物観察表
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番号 器 種 法量 (cm) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎土.色調.焼成 備考

1 土師器
甕

A  16
B

口縁部強く外反、日唇部尖る
剥落多く成形調整痕不明確

外面不明

内面ナデ
細石極少量
鈍い赤褐色

普通

％

中
帖知
空船

2 須恵器
沐

Ａ

Ｂ

Ｃ

12,5

4,3

7.5

安定した平底から緩く立ち上がる
ロクロ成形痕を顕著に残す
底部ナデ

ナデ 細石少量

灰青色
良

％
土
５０
覆

3 須恵器
杯

A  14
B  4,E
C 10

やや凹凸気味の底部から直立

弱く内湾 して立ち上がる
日唇部は丸く収める

回転ヘラ切り
ナデ

細石少量
灰青色
良

％

袖

２０

窒

4 須恵器
杯

Ａ

Ｂ

Ｃ

14,4

4,2

6.5

外反して立ち上がり器肉は一定
日唇部イ童丸く収め成形痕は不明瞭
底部は回転ヘラ切り痕を残す

回転ヘラ切り
ナデ

細石・雲母中量

灰青色
普通

％
土
６０
覆

5 須恵器
杯

８

６

８

Ａ

Ｂ

Ｃ

安定した平底から内湾気味に
器肉を減じて立ち上がる
口唇部は丸く収める 浅鉢状

回転糸切り
ナデ
成形痕顕著

細石少量

灰 白色

良

600/O

覆土

6 須恵器
台付皿

Ａ

Ｂ

Ｃ

17

3,[

12

脚部は短 くハの
~T状  付け高台 回転ヘラ切り

ナデ
細石極少量
灰白色
良

％
袖
２０
竃

第2表  2号住居跡出土遺物観察表

3号住居跡と出土遺物 (第 5図・図版 2、 8)

本跡は調査区中央部グリットE9区に位置し、南西側にゆるく傾斜をしている。東側では 1号住
居跡を掘り込み4号土坑に掘り込まれ、複合関係にある。プランは東西約4.4m、 南北約4mの方
形状と推察される。主軸をN-30° 一Wに置く。壁高は北側で 1 0cmと 低い。
床面は、ほぼ平坦で電の前面及び中央部が良く踏み固められている。壁溝は確認できなかった。

柱穴は、認められなかった。

o         50cm

岨 弘 35m中

0            2m
M出路,60m

3号住居跡・出土遺物実測図第 5図
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番号 器  種 法量 (cm) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎上.色調.焼成 備考

土師器
碁 ７

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部木栗反 横位にヘラ削り
長胴形器形か

ヘラ削り
ナデ

砂中量

赤褐色

良

％
前

‐０

奮

第3表 3号住居跡出土遺物観察表

竃は、北西側の壁面中央部に位置して円形状に付設され、焚口から煙道部まで 1 0 0cln、 袖部幅

8 0cm、 外部には4 0cm程張出す。焚口部は狭く火床部は長円状で 1 0cm程掘り込み、火熱を受け

赤褐色を呈しやや硬い。

遺物は、土師器片52(甕 50・ 不 2)須恵器片4(甕 2・ 不 2)力 Sみられた。 1は電前面から
出上した。土師器甕底部で木葉痕を持つ。

本跡は複合関係、出土遺物から8世紀初頭の時期が考えられる。

4号住居跡と出土遺物 (第 6図・図版 2)

本跡は調査区中央南側グリットF7区に位置し、南側にゆるく傾斜をしている。複合関係はなく
単独。

Q6

0                 21n

W  Z

0         50cn

中

亀

ｗ

／

１

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

Ａ
一

Ｘ
一

第6図 4号住居跡実測図

-9-

阻 刊440m



プランは東西約 6m、 南北約4.8mの長方形を呈し主軸をN-1° 一wに置く。壁高は北側と南
西側で 1 0cmと 低い。

床面は、ほぼ平坦で電の周辺から南にかけて良く踏み回められている。壁溝は確認できなかつた。

ピットは、 6ヶ所認められPl・ P2・ P3。 P4が主柱穴で 1は径 7 0cll、 深さ2 0 clnで 円形、
2は径 4 0cm、 深さ2 0cmの精円形、 3は径 4 5cm、 深さ 1 3cmの 円形、4は径 4 0cm、 深さ15
clnの 円形。P5は長径 7 0cm、 深さ2 0cmで 2段に掘り込まれている。貯蔵穴の名残か。P7は支
柱穴か、径 7 0cm、 深さ4 5cm。 南側に硬化面が認められ旧道の跡と思われる。

竃は、北壁の中央部西寄りに位置し精円状に付設され、焚日から煙道部まで 1 2 0cln、 袖部幅 1

5 0cm、 外部へは半円状に 5 0 cln張 出す。袖は火床部を抱える感じに付設、焚口部はやや高く、火

床部は中央に位置し5 cln程掘り込み、火熱を受け淡い赤褐色を呈し焼き締まりは弱い。

覆土は、 1層で褐色、粘性、締まりはやや強い。
遺物は、土師器片 119(甕 111・ 不 8)須恵器片 10(甕 1・ 郷 9)がみられたが図示出来
る物はなかった。

本跡は確認調査時に中央部を試掘溝で床面が検出され、掘り込みは浅く遺物も器形を窺えるもの

が少なかった。プラン、電、主軸などから8世紀中葉から後半の時期と思われる。

5号住居跡と出土遺物 (第 7図 。図版 2、 8)

本跡は調査区東北側グリットB4区に位置しヽ東北側にゆるく傾斜している。北西側の 1号溝を
掘 り込み複合関係にある。プランは東西 3.4m、 南北 3.4mの方形状を呈し、主軸をN-13°
一Wに置く。壁高は西側で 3 0cm、 東側で 1 5cmを測る。
床面は、竃前面のみが良く踏み固められている。壁溝は南側中央部のみで幅 15～ 20銅、深さ
は 5 clll前後。

ピットは、南西に lヶ所認められPl径 4 5cm、 深さ 1 5 clnの 円形状。
竃は北壁中央部に位置して楕円状に付設され、焚口から煙道部まで 1 3 0cm、 袖部幅 1 3 5 cHlで

大半は壁外に掘 り込み焚口部は幅が 1 5 cllと 狭い。火床部は円形状に掘り込み、火熱を受け赤褐色

を呈し焼き締まりは弱い。

覆土は、 8層に分けられたが大半は 1層で灰自色の粘土粒子を含む層で 2・ 3層は西壁にみられ
人為的。

遺物は、土師器片268(奏 223・ 不45)須 恵器片64(甕 38・ 不26)が みられ、図示
したものには須恵器甕の縦位の叩き日、不は底部にヘラ切り痕、ヘラ削りがみられる。

本跡はプラン、須恵器の特徴などから8世紀末の時期が考えられる。

番 号 器 種 法量 (cm) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎土.色調.焼成 備考

1 須蒸器
甕

Ａ

Ｂ

Ｃ

鎖部 32clll大覆 と考えられる

外面平行沈線タタキロ
内面ヘラ削 り調整

タタキロ
ヘラ削り

雲母 秘 少 量

灰褐色
普通

月同10%
竃袖

2 須蒸器
杯

14,7

4,5

7,5

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部回転ヘラ切 り 体部外反 し
器肉を減 じて立ち上がる
ロクロ成形痕が内外顕著

回転ヘラ切 り

手持ちヘラ削 り
細石 。長石中量

灰青色
自

ほば完
驚中

3 須恵器
沐 ８

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部から外反して立ち上がる
器肉は全体に薄い

回転ヘラ切 り
ナデ

細石多量

灰青色
息

』
十

６

藩

4 須恵器
杯

A  14
B  5,7
C  6,8

小型の鉢状器形
体部の成形痕は弱い

回転ヘラ切 り
ナデ
内面ヘラナデ

細石中量
鈍い黄橙色
良

50%

覆土

第4表  5号住居跡出土遺物観察表
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6号住居跡と出土遺物 (第 8図 。図版 3、 8)
本跡は調査区東側グリットD4区に位置し、東側にゆるく傾斜している。東側で 14号住居跡と
複合関係にあリプランは東西 5。 4m、 南北5mの方形状を呈し主軸をN-33° 一wに置く。壁高
は西側 2 5cm、 東側 1 5cmを測り、本遺跡では高い部類に入る。
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第8図 6号住居跡・出土遺物実測図
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床面はほぼ平坦、中央部が楕円状に良く踏み固められている。壁溝は幅 15～ 2 0cm程で 「U」
字状に巡る。

ピットは、 5ヶ所認められPlは径 6 0cm、 深さ3 5cmの円形。P2は径 7 0cm、 深さ6 5cmの
楕円形で2段に掘 り込む。P3は径 4 5cm、 深さ2 0cmの 円形状で浅い。P4は径 7 0cm、 深さ4
5 cmで長円形。P5は電東側にみられる径 5 5cm、 深さ4 0cm。 南壁面に貯蔵穴状の掘り込みP7
が見られた。

竃は、北壁に位置して楕円状に付設され、焚口から煙道部まで 1 4 0cm、 袖部幅 1 7 0cmと 広い。

外部へはゆるく張出す。焚田部は3 0cmと 狭い。火床部は中央部に位置し、火熱を受け赤褐色を呈

し焼き締まりは強い。

覆土は、 3層で焼土粒子、灰白色粘土が含まれ人為的。粘性、締まりは強い。

遺物は、土師器片 826(甕 735・ 郷91)須 恵器片 122(甕 39・ 郷83)が みられたが
図示できるものは少ない。本遺跡では唯―の砥石がみられ、良く使い込まれている。4は鉄族の一

部で遺存長 2.7 cmで西壁、壁溝から出土。

本跡は複合関係、出土遺物プランの特徴から9世紀初頭の時期と考えられる。

7号住居跡と出土遺物 (第 8図・図版 3、 8)

本跡は調査区東端グリットC3区に位置し、東側にゆるく傾斜している。 10号住居跡を掘り込
み西側では 14号住居跡と複合関係にある。プランは東西 4.9m、 南北4.6mで隅丸方形状を呈
し主軸をN-30° 一Wに置く。壁高は西側で 3 0cm、 東側で 2 5cmで本遺跡では高い。
床面は、ほぼ平坦で中央部が良く踏み固められている。壁浦は東側を除き幅 10～ 1 5 cln、 深さ
5 cm程で 「U」 字状に巡る。

ピットは、 4ヶ所認められ、 Plは長径 5 5cm、 深さ6 0cmの長円形、P2は径 5 0cm、 深さ3
0 cmで 2段に掘り込む。P3は径 5 0 cln、 深さ4 0 clnの 円形。P4は径 4 5cm、 深さ5 0cmの楕円
形状。掘り方は 「U」 字状を呈する。

竃は東側と北側の2ヵ 所にみられ共に半円状に付設、外部への掘り込みは無い。東側の竃は焚口

から煙道部まで 9 0cm、 袖部幅 1 7 0cm。 焚田部は5 0cmと 広い。火床部は前面に位置、火熱を受

け赤褐色を呈し焼き締まりは強い。北竃は砂質粘土で覆われ袖部、焚回は明確でなく中央下部に火

床部らしい赤褐色の焼上が認められたが焼き締まりは弱い。

覆土は、 10層 に分けられ、ほぼ東側に流れるような自然埋積を示し大半は暗褐色、褐色層で粘
性、締まりはやや強い。

遺物は、土師器片590(甕 506。 邦 84)須 恵器片 123(甕 26・ 不 97)力】みられた。
図示したものは電又は前面、西壁側から出土。 1・ 2の甕は器肉が薄く長胴形、口唇部は開き気味
で尖る。須恵器不は口縁部が開き器肉は薄く、底部は回転ヘラ切り。また手捏土器、土製丸玉が 7
点出上している。不明の鉄片 18が見られた。鎌か。
本跡は複合関係、土師器甕、須恵器不などの特徴から8世紀中菜の時期が考えられる。

番号 器 種 法量 (clll) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎土.色調.焼成 備考

1 土師器
奉 ２

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部のみ やや外反気味に
立ち上がる 器肉は薄い
底部に木葉痕

ヘラ削り
ナデ

細石多量

黒褐色
普涌

10°/o

竃中

2 砥 石
長 さ 8,7
帥 4,2

四面に使用痕有
一角形状に薄くな剪隷Mはれ§る

凝灰岩
まに出荒引♭
壁溝

3 丸玉
径 2,2× 2,4

孔径 0,4

重さ12質

やや長円状 不整形 ナデ 砂多量
鈍い橙色 よイゴ完形

覆土

第5表 6号住居跡出土遺物観察表
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番号 器 種 法量 (clll) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎土。色調.焼成 備考

土師器
甕

つ
るＡ

Ｂ

Ｃ

胴部の張は弱く口縁部「く」の字状
外反 日唇部つまみ出す
内外に輪積調整痕を残す

ナデ調整 沐H石 。雲母中量
暗褐色

普通

20°/O

床直

2 土師器
甕

０つ
るＡ

Ｂ

Ｃ

1同様の器形で日唇部は上方に
つまみ出す 器肉は511ullと薄い
器面は二次焼成で粗雑

ナデ
指頭圧痕

細石 。長石多量
外橙色 内暗褐色
普通

40%
竃中

3 土師器
奉 ８

Ａ

Ｂ

Ｃ

口頚部欠失 しているが長胴形か
小さめの底部から内湾 して立ち
上がる 器肉はやや厚く器面粗難

ナテ

押圧
細石多量

灰褐色 内明褐色
普通

500/O

窒 中

4 土師器
杯

A  13,4
B   5
C  6,4

平底から外反 して立ち上がり
口唇部は丸く収まる

体部には,クロ成形痕が顕著

ナデ

回転ヘラ切 り
ヘラ調整

細石中量

暗褐色

普通
500/O

竃袖

5 須恵器
杯

へ  14,4
B   5,2
3    8

内外底とも剥落多く調整痕不明
体部から器肉を減じて日翻 に移行

不 明 雲母極少量

灰褐色

普通
40%
竃中

6 須恵器
杯

３

４

６

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部は強く外反
口唇部は弱く膨らむ
内外とも,クロ成形痕を顕著に残す

回転ヘラ切 り 雲母 。細石少量

灰褐色
良

30%
覆土

7 須恵器
高台邦

４

４

９

Ａ

Ｂ

Ｃ

高台を欠失 体部は弱く外反
口縁部は開き口唇部は丸く収める
底部は回転ヘラ切り 付け高台

回転ヘラ切 り
ナデ

雲母 。細石多量

青褐色

良

600/O

覆土

8 須恵器
高台邦 ９

Ａ

Ｂ

Ｃ

高台は
'」

の字 状に弱く開き短い

体部は欠失 配 7に近い器形か
付け高台

回転糸切 り
ナデ

制石極少量

灰緑色

良

30%
覆上

9 土師器
手担 ４

Ａ

Ｂ

Ｃ

日縁部欠失 底部は平底ナデ調羹
約1/2程を欠失 形状は不明

手捏
指頭圧痕

砂中量

淡い赤褐色

普通

50%
磨 十

10
製
脚
土
支

７

５

５

３

６

０

Ａ

Ｂ

Ｃ

竃焚日から上下分かれて出土
指頭などの押圧で凹凸が激しい
不整形 底部は鍔状に広い

圧痕 砂・細石・雲母少量
鈍い赤褐色
普通

ほぼ完
竃前

製
玉
土
丸

蚤2,5× 2,(

FL径 0,4
球形状 やや磨耗 ナ デ 砂中量

黄褐色 普通
覆土

12宜
12 〃

　

〃

蚤2,5× 2,電

子と窄登  0.4
球形状 やや磨耗 ナデ 砂中量

黄褐色 普通
複土

13営
13 〃

　

〃

垂 5× 3,3

1し径 0,6
潰れた球形状 やや磨耗 ナデ 砂中量

淡い橙色 普通
覆土
42宝

14 〃

　

〃

垂2,4× 2,ε

Fし径 0,4
孔部尖る 球形状 やや磨耗 ナデ 砂中量

黄褐色 普通
覆土
10g

15 〃

〃

垂2,4×2,3

七径 0,4
ほぼ球形状 やや磨耗 ナデ 量

黄褐色 普通
土

宜

授

１０
16 Xi2,4×

2,【

卜した登  o.(
孔長円 ほぼ球形状 やや磨耗 ナ デ 砂甲量

黄褐色 普通
土

宜

覆

１０
17 〃

　

〃

Xi2,6×2,4

子L径 0,4
ほぼ球形状 やや磨耗 1/2欠 ナデ 量

黄褐色 普通
土

ｇ

覆

８

第6表 7号住居跡出土遺物観察表

8号住居跡と出土遺物 (第 11図・図版 3)
本跡は調査区東南側グリットE4区に位置し、南側にゆるく傾斜している。東隅部で 12号住居
跡と複合関係にある。プランは東西 6.3m、 南北 5.2mの長方形状を呈し主軸をN-22° 一W
に置く。確認時廉面が検出され明確に壁高を測れる所はなかった。

床面は、ほぼ平坦で隅部を除き良く踏み固められている。壁溝は確認できなかった。
ピットは、 6ヶ所認められPlは長径 5 0cm、 深さ3 0cmの精円形、 P2は長径 6 0cm,深さ3
5 cmの楕円形、P3は径 4 5cm、 深さ3 5cmN O円形状、P4は径 5 0cm,深さ4 0cmの 円形状、
P5は径 3 0cm、 深さ2 5cm、 P6は東西 9 5cm、 南北 1 1 0cm、 深さ5 0cmの楕円形で土坑状。
本跡に伴うものか不明。
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竃は、北壁中央やや西寄りに位置し半円状に付設され、外部への張り出しは認められなかった。

袖部が楕円形状に巡り明確な焚回、煙道部は把握できなかつた。火床部は中央に位置し火熱を受け

淡い赤褐色を呈し焼き締まりは弱い。

覆土は、 1層で褐色、粘性、締まりはやや強い。
遺物は、土師器片 14(甕 12・ 郷 2)須恵器の費、不は認められなかった。図示できるものは
無い。

本跡は遺構プラン電や複合関係、出土遺物から8世紀中菜から後半の時期が考えられる。
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8号住居跡実測図第 11図
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9号住居跡と出土遺物 (第 12図 。図版 4)

本跡は調査区東側のグリットE3区に位置し、東側にゆるく傾斜している。住居跡、土坑等との

複合関係は無い。プランは辺 3m、 隅丸方形状を呈する小型の遺構。主軸をN-49° 一Wに置く。
壁高は西側で 1 5cm、 東側で 1 0cmと 低め。

床面は、中央部がやや低く、竃前面及び中央部が踏み固められている。壁溝は確認できなかつた。

ピットは、 4ヶ所認められPlは径 4 0cm、 深さ3 0cm円形、隅部に位置。P2は 2 5cm、 深さ
1 5cm円 形。P3は径 2 0cm、 深さ2 0 clnの 円形状。P4は径 4 0 cll、 深さ2 5cmの楕円形。掘り
こみはいずれ 「U」 字状を示す。

竃は北西の壁面に位置し円形状に付設され、外部にも半円状に3 0cm程張り出す。袖部幅 8 0cm、

火床部は中央に位置し径 4 5cm程で円形状に掘込まれ、下部は火熱を受け赤褐色を呈しているが焼

き締まりは弱い。

覆土は、 5層に分けられたが大半は3・ 5層が占め、レンズ状の自然埋積を示す。粘性、締まり

はやや有る。

遺物は、土師器片98(甕 82・ 郷 16)須恵器片 11(甕 3・ 郷8)力】みられた。いずれも小
片で図示できるものは少なく、底部の回転ヘラ切りのみ。

本跡は、プラン、竃の付設状態、主柱穴、遺物の特徴などから10世紀末の時期が考えられる。
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第 12図 9号住居跡・出土遺物実測図
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剰雪凡例 SI-9

番号 器  種 法量 (cIIl) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎土.色調.焼成 備考

1 須恵器
杯 ? ５

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部のみ 器形不明

杯か

回転ヘラ切 り 細石・雲母少量

灰褐色

良

150/O

覆土

第7表 9号住居跡出土遺物観察表
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10号住居跡と出土遺物 (第 13図・図版4)
本跡は調査区東側グリットC37区 に位置し、東側にゆるく傾斜している。中央部大半は7号住
居跡に掘り込まれ東側と南北に幅狭く遺存する。プランは東西 5.2m、 南北6.lmの不整形な長
方形か。東側の一部は道路によつて削平されている。主軸をN-60° 一Wに置く。壁高は南側で
1 5 clB、 北側で 5 cmと低い。

床面の大半は欠失。南北の遺存部では締まりが悪い。壁溝は認められなかつた。

ピットは、4ヶ所認められたが主柱穴は 1・ 2・ 4で Plは径6 0cm、 深さ6 0cmの 円形状。P

2は長径6 0cm、 深さ7 0cmの精円。P4は長径5 0cm、 深さ6 0 clnの楕円。いずれも「U」 字状
の掘り込み。P3は西側壁面竃に掘り込まれた径3 0cm、 深さ1 5cm程の小穴。

ン|         IC
Z

2m

hIL-34,4Clm

i       3

0               10cm

第 13図  10号 住居跡・出土遺物実測図
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番号 器  種 法量 (cm) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎土.色調.焼成 備考

土師器
続

４

６

７

Ａ

Ｂ

Ｃ

丸底気味の底部から弱く外反して
口縁部に移行 日唇部は器肉を減 t
丸く収める内面縦位のヘラ磨き

νヽラ肖Jり
ナデ ヘラ磨き
回転糸☆り

桶選

黄褐色
良

％
土
３０
覆

2 須恵質
抹 ８

Ａ

Ｂ

Ｃ

やや凹凸気味の底部から外反し
立ち上がる 口縁部欠失

ナデ
回転ヘラ切り

雲母・細石中量
鈍い橙色
普涌

400/O

庚苗

3 土師器
蓋

間み径 3
〃 高0,4

間みは扁平 膨らみは弱い ナデ 細石多量雲母少委
黄橙色
良

10°/。

床直

第8表  10号住居跡出土遺物観察表

電は北壁中央に位置し半円状に付設され、袖部幅 1 0 0cln、 外部へは1 0cm程張り出す。焚口部
はやや高く、火床部は中央やや前に位置し火熱を受け赤褐色を呈する。
覆土は、4層確認されたがいずれも南北側 lm程で赤褐色、暗褐色、黄褐色で粘性、締まりはや
や有る。東側道路に沿つて表土から幅3 0cm程の硬化面が南北に認められた。 (旧道)
遺物は、土師器片34(甕 15・ 不 19)須恵器は認められなかった。図示したイはヘラけずり、
ヘラ磨き、底部はナデ調整。蓋の摘みは扁平。

本跡は複合関係、出土遺物の特徴などから8世紀初頭が考えられる。

11号住居跡と出土遺物 (第 14図・図版4)
本跡は調査区東側端部グリットE27区 に位置し、東側にゆるく傾斜をしている。ほぼ1/2を
道路によって欠失。プランは明確ではないが電と床面の硬化度から主軸をN-60° 一Wに置くと
思われる。壁高は南側で5 cmを測るが、他方位では確認できなかった。複合関係は無い。
床面は、ほぼ平坦で竃前から南側に良く踏み固められている。壁溝は確認できなかった。
ピットは、竃西側にlヶ所認められ径 6 0cm、 深さ2 0cmの 円形。反対側には抜根による撹乱抗
がみられた。

電は、北壁に位置し砂質粘土が少量認められた。楕円形状で袖部幅 6 0cm。 明確な焚口、煙道部
は認められず、赤褐色の焼上が中央に見られ火床部と思われる。火熱を受け赤褐色を呈し、焼き締
まリイま無い。

覆土は 1層、最大厚さ5 clnで褐色、粘性、締まりはやや有る。
遺物は、土師器片39(甕 33・ 杯6)須恵器片9(甕 4・ 郷5)カユみられた。いずれも細片で

AIし、

X         W

SI―H
床額 1ヒ面

0         50cm

ML-84,40m 中

ACL 34,50m

0                 2xxl
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図示できるものは無かつた。

本跡は出土遺物、電の特徴から8世紀から9世紀代と思われる。

12号住居跡と出土遺物 (第 15図・図版 4、 8)
本跡は調査区東側グリットF3区に位置し、南側にゆるく傾斜している。西側で 8号住居跡に一
部を埋め複合関係にある。プランは東西4.2m、 南北4.9mを 呈し、隅丸方形。主軸をN-32°
一Eに置く。壁高は北側で 5 cmと低い。
床面は、ほぼ平坦で竃前面及び中央が円形状に良く踏み固められている。壁溝は確認できなかつ

た。

ピットは、 5ヶ所認められたが主柱穴と思われるものは無い。Plは長径 7 0cm、 深さ3 5cm。
P2は長径 7 0cm、 短径 4 0cmの 長円状。中央部が深さ2 0cmと 深い。P3は径 6 0cm、 深さ30
cmで P2と 似た掘 り方をもつ。P4は径 4 0 cll、 深さ 1 5cm、 P5は径 4 0cm、 深さ2 0cmで鍋底
状の掘り方。

竃は、西壁中央に位置し半円状に付設され、外部への張り出しは無い。袖部幅 8 0cm、 中央に円

形状の焼上がみられ火床部と思われた。火熱を受け淡い赤褐色を呈し焼き締まりは弱い。

覆土は、 1層で褐色、粘性、締まりはやや有る。
遺物は、上師器片57(養 32・ 不25)須恵器片8(養 4・ 不 4)、 中央床面から石製紡錘車が
出土している。

本跡は複合関係、竃、方位、出土遺物から9世紀初頭の時期が考えられる。

I CI

Cキ

Sl-12

床凛化面

◎
‐贔

0                      10cm

0                 2m
岨 艶 50m

Ｂ

一

ィ
剖
＝
＝
＝
＝
＝
―

′
ノ

◎ P4

第 15図  12号 住居跡・ 出土違物実測図

番号 器 種 法量 (call) 器形の特徴及び文様 整形技法 色調 備考

1 紡錘車
滑石製

径 2,8× 4,5

高1.8孔0.7

ほぼ正円で台形状
灰 白色

床直
46宜

第9表  12号 住居跡出土遺物観察表
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13号住居跡と出土遺物 (第 16図 ,図版 4、 5、 8)
本跡は調査区東側のグリットF2区に位置し、南東俣1に ゆるく傾斜している。北東側では 15号
住居跡を埋めている。プランは東西 3m、 南北4.5mの長方形状を呈し主軸をN-45° 一Wに置
く。壁高は 1 5cmと 低い。

床面は、ほぼ平坦で竃の前面から南壁まで踏み固められている。壁溝は認められなかった。
ピットは、認められなかった。

電は、南壁に位置 「U」 字状に付設され、焚口から煙道部まで 1 0 0cm、 袖部幅 7 0cmで外部ヘ

イよ「U」 字状に6 0cm張 出す。火床部は 5 cm程掘り込み中央に位置、火熱を受け赤褐色を呈し焼き
締まりは強い。

覆土は、 2層に分けられたが一部人為的な部分もみられるが大部分を占める 1層は褐色で自然埋
積、粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器片29(甕 27・ 不2)須恵器片 3(甕 1・ 郷 2)ん Sみられた。また碗形土器は
回転糸切り痕を残している。

本跡は複合関係、出土遺物から 1
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|
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Ａ
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―
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畑
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隣
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第 16図  13号 住居跡・出土遺物実測図

ML 34,30m

0 10cln

番号 器  種 法量 (clll) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎土.色調.焼成 備考

1 船
斜
上
高

ハ）（）

ｒ
「
〃

５
，

５

７

Ａ

Ｂ

Ｃ

弱く内湾気味に立ち上がる
口唇部外反尖り気味
ロクロ成形痕を残す

ナデ 砂中量
黄褐色・内黒褐色
良

500/O

竃中

2 土師器
病

６Ａ

Ｂ

Ｃ

底部が久失しているが台付と
思われる 体部は内湾気味に
立ち上がり口唇部は開く二次焼成

ナ デ 細石少量
鈍い黄褐色
普涌

400/O

覆土

第 10表  13号 住居跡出土遺物観察表
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14号住居跡と出土遺物 (第 17図・図版 5、 8)
本跡は調査区東側のグリットE2区に位置し、東南側にゆるく傾斜している。東側では7号住居
跡、西側では6号住居跡を掘り込んでいる。プランは東西 3.5m南北4mの方形状を呈し主軸をN

GI

」
W

0         50cln

中

D                    2m
~l~  �IL■■40m

◎ ◎③
‐④

|   |

ミ95(GD 6

◎
わ

◎
‐鉛

⑧
‐
⑩ 9

10cm

■月え例 SI-14

第 17図  14号 住居跡・出土遺物実測図
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-30° 一Wに置く。壁高は2 0cmと 高い。
床面は、ほぼ平坦で電の前面から南壁まで良く踏み固められている。壁溝は南壁面に一部認めら

れた。

ピットは、 4ヶ所認められPlは長径 5 0cm、 深さ3 0cmの精円形状。P2は 2 5cm、 P3は 2
6cmo P 4は電西側に位置する長円状の小穴。

竃は、北壁に位置 「U」 字状に付設され、焚口から煙道部まで 1 0 0cln、 袖部幅 1 4 0cmで 外部
へは半円状に5 0cm張 出す。火床部は中央に位置、 5 cln程掘り込み火熱を受け赤褐色を呈し焼き締

まりは駆れ 。ヽ

覆土は、 4層に分けられたが一部人為的な部分もみられるが大部分を占める 1・ 2層は褐色で自
然埋積、粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器片251(甕 170・ 郷81)須 恵器片42(甕 20・ 郷22)力】みられた。本
遺跡では唯―の皿が出上している。また邪形土器は回転糸切り痕を残している。

本跡は複合関係、出上遺物から9世紀末の時期が考えられる。

番 号 器  種 法量 (clll) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎土.色調.焼成 備 考

土師器
抹

５

２

５

３

４

６

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底から内湾気味に立ち上が り
日唇部は外反 し丸く収める
同嵌 糸切 り痛 力齋 十

回転糸切 り

ナデ
ψ少 重

鈍い黄橙色
遵ユニ話

90°/o

窒 中

2 土師器
m

A  15
B  l,7
C  7

底部は上底気味 体部はほぼ
水平に近い 内面は黒色 細かな
ヘラ磨きが施 される

回転ヘ ラ切 り
ナデ
ヘラ磨き

構選

鈍い黒褐色
専

600/O

床苗

3 須恵質
酎

２３Ａ

Ｂ

Ｃ

三角形状で日縁部は水半に開さ
口唇部はつまみ出し気味
沈線タタキロ内面は指頭圧痕

日

　

序

キ

　

押

ダ
デ

雨

ダ
ナ

指

雲母 。糸H石少量
鈍い橙色
息

200/O

密 中

4 裂
玉
上
丸
径 2,8× 2,6
子し牟発0.3

ほぼ球形状 一部磨耗 ナデ調整 砂やや多量
橙色 良

複 上

15宜
5 ″

一　

〃

径 2,4× 2,4
平I`客0.4

ほほ球形  孔司6偏る 磨れ ナデ調整 砂やや多量
緒れ 農

覆土
1l o

6 〃

〃

径:2,5×2,5

子L牟凝0.5
ほぼ球形 孔部尖る 磨耗 ナデ調整 砂やや多量

橙色 良
複 主
13宜

7 〃
一　

〃

径12,3× 2,2

孔径 0.3
子しイま/Jヽ さめ  擁朝毛 ナデ訓歪 砂ヾヾ多量

潜魯・ 息
土

宜

覆
ｍ

8 〃

〃

径 2,4× 2,3

子L牟恥0.5
300/O欠矢  磨耗 ナデ調整 多量

良
砂やや
橙色

立

宜

複
８

9 〃
一　

〃

径 2,3× 1,7

子と宅登0,4
潰れた球形状 磨耗 ナデ調整 砂やや多量

椿侮`巨
土

ｇ

覆
８

第 11表  14号 住居跡出土遺物観察表
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15号住居跡と出土遺物 (第 18図・図版 5、 9)
本跡は調査区東側グリットE2区に位置し、南側にゆるく傾斜している。南側で 13号住居跡に
掘り込まれ複合関係にある。東側の一部が道路によつて削平されているがプランは東西約 3.5m、

南北3.4mの方形状を呈すると思われ、主軸をN-40° 一Wに置く。壁高は北側で 2 0cmと やや
高い。
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Ｘ
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第 18図  15号 住居跡・出土遺物実測図

番号 器  種 法量 (clll) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎土.色調.焼成 備考

土師器
蕊

４

５

７

Ａ

Ｂ

Ｃ

内湾気味に立ち上がり日唇部外反
底部は凹凸気味で内側黒褐色

ナ デ 雲母・砂少量

褐色 内黒褐色
良

60%
竃袖

2 土師器
台付航

６Ａ

Ｂ

Ｃ

弱く外反し口縁部は開く
日唇部は丸く収める 内側煤付着
底部に付け高台痕有り

ナデ スコリア少量
鈍い黄褐色
内灰吉魯, 自

200/。

床直

3 土師器
台付議

５つ
ねＡ

Ｂ

Ｃ

2をやや小型にした器形
ロクロ成形痕を残す
底部に付け高台痕有り

ナデ 量
　
自

嵯
髄 靭

卸
第 12表  15号 住居跡出土遺物観察表
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床面は、浅い凹凸がみられるが、寵前面から良く踏み回められている。壁溝は確認されなかつた。

ピットは、3ヶ所認められPlは径 4 0cm、 深さ5 0cmの精円形。P2は径 5 0cm、 深さ4 0cm
で楕円形。P3は長径 4 5cm、 深さ5 0 clnの楕円形。いずれも主柱穴と思われる。 lヶ所は欠失部
に位置するか。

電は、北壁中央に位置し長円状に付設され、焚口から煙道部まで 1 2 0cln、 袖部幅 1 4 0cm、 外

部へは半円状に5 0cm張 出す。左袖部は小さい。焚口部は広く、火床部は前面に位置し火熱を受け

赤褐色を呈し焼き締まりは強い。

覆土は、6層で褐色と焼土粒子、ブロック等を含む赤褐色等がみられ、一部近世の掘り込みがみ
られた。他はレンズ状の自然埋横、粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器片302(甕 248・ 不54)須恵器片24(甕 6。 不 18)力】みられた。図示
したものは土師器で碗形台付。

本跡は複合関係、出土遺物から9世紀末の時期と考えられる。

16号住居跡と出土遺物 (第 19図 ,図版 5、 9)
本跡は調査区中央部南側グリットF9区に位置し、南側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。
プランは東西 3m、 南北3mの方形を呈し主軸をN-2° 一Eに置く。壁高は4 0cmと 高い小型の
住居跡である。

床面は、ゆるく東側に傾斜、自色粘上が認められたが明確な硬化面は無い。壁溝は幅 1 5 clnから

2 5 cIIlで巡り掘り込みは 1 0cln前後と深い。これは粘土層のためと思われる。

ピットは各隅部に位置して4ヶ所認められた。Plは径 4 5cm、 深さ5 5 clnの円形。P2は 4 5 oll、
深さ5 5cmの 円形。PSは径 5 0cm、 深さ6 0cmの 円形状。P4は径 4 0cm、 深さ5 0cmの 円形で
ほぼ共通した掘り込みをもつ。

電は、北壁中央部に位置し「U」 字状に付設され、焚口から煙道部まで 1 5 0cm、 袖部幅 100
cln、 外部へは半円状に7 0cm張 出す。焚口部は直線的に伸び、火床部は中位に位置し火熱を受け赤

褐色で焼き締まりは強く、煙道部を残す。

覆土は、 6層で 2・ 3・ 4層は灰褐色粘土粒を含み、粘性、締まりはやや強い。層序はレンズ状
の自然埋積。

遺物は、土師器片252(甕 228。 郷24)須 恵器片 78(甕 35・ 杯43)が 認められた。
図示したものは須恵器甕、邪、台イで底部は回転糸切り、ヘラ切り、ナデ調整などがみられる。電

の隣覆土から出上した 10は、刀子の一部で遺存長 5.2cln。 かなり細く使い込まれている。
本跡は出土遺物から8世紀末の時期が考えられる。
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番号 器  種 法量 (cm) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎土.色調.焼成 備考

須恵質
若

つ
とＡ

Ｂ

Ｃ

器肉は犀 く器形から大型の篭か
口縁部外反 口唇部摘み出す

アア
横ナデ

雲母・砂少量
鈍い黒褐色
普涌

10%
覆土

2 須恵器
杯

14,7
4,7
7.2

Ａ

Ｂ

Ｃ

膵部は外反 口唇部は丸 く収める
或形痕は微妙 ナデ

回転ヘラ切り
ナデ

精 選

灰褐色
良

800/O

屠 十

3 須恵器
抹

A  13,5
B  4,2
C  7

肉
唇

Ｆ

講
口
百

'よ
輝 く件 濁も外 反

郭丸 く収 め る成 形 痕 内 外
語芸 ,「 雅 ふ依 蔀 ヘ ラ 削Iめ

回 路 ヘ フ tyJり

ナデ
雲母・�石多量
灰褐色
良

500/O

霊 中

4 須恵器
抹

Ａ

Ｂ

Ｃ

畷部のみ器困は 7 11ullと やや厚い
コ転糸きり痕を明瞭に残す

回転 糸 き り

ナデ
糸「IB中量
灰褐色
良

％
溝
３０
瑳

5 須恵器
抹

A 16,5
B
C

部
平
形

応
水
我

|ま強 く外反  口稼部イま
に近い 口唇部は丸 く収める
度函著

ナ デ 雲廿・荼H石少量
淡い灰褐色
農

10%
覆土

6 土師器
杯 ８６

Ａ

Ｂ

Ｃ

応ヨ
`は
外反 内面に成形反顕者

医部回転ヘラ切 り痕
回転ヘラ切 り
ナデ

細石・雲母中良
黒褐色・内面黄褐色
普通

400/O

秀 十

7 器
杯
恵
台
須
高 ６

Ａ

Ｂ

Ｃ

司合は |ハ」の写状やや長め
器肉は総 じて薄い 付け高台

回 格 ヘ フ切 り

ナデ
重
色
押
廟
息

�
圭目 300/O

磨 十

8 土師器
甑 ０

Ａ

Ｂ

Ｃ

弱く外反 して立ち上がる
孔部肥厚 長胴形か
熙面 Rfl出

ア ア
ヘラ削り

細石・雲母多量
橙色
蔦

200/O

落 +
9 土裂
丸玉
径3,5×
子L牟登0.6

1/2欠失 孔部磨耗 刀 ッ ト状
指頭押圧

抄やや多量
橙色 良

1l g
碧 十

第 13表  16号 住居跡出土遺物観察表

17号住居跡と出土遺物 (第 21図・図版 5、 9)
本跡は調査区西側グリットE14区 に位置し、西側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プ
ランは東西 5,8m、 南北約5.3mの方形状を呈し、主軸をN-92° 一Eに置く。壁高は東側で
2 0clllと やや高い。

床面は、ゆるく南側に傾斜、2/5程撹乱。一部に白色粘上が認められた。明確な硬化面は無い。
壁溝は北、東西に幅 1 5cmか ら2 0cmで巡 り、掘り込みは 10帥前後と深い。これは粘土層のため
と思われる。

ピットは4ヶ所認められた。Plは電右側に位置し径 4 0cm、 深さ 1 5 clnの 円形。P2は西壁中
央に位置し径 2 0cm、 深さ 1 5cmの 円形。P3は西隅に位置し径 4 5cm、 深さ4 5cmの 円形状。 P
4は径 4 0cm、 深さ 1 0cmの 円形で主柱穴と思われるものはP3のみ。竃左側には長方形状の貯蔵
穴がみられ長辺 9 0cm、 短辺 6 0 cln、 深さ4 0cm。 遺構東側にP5が認められ焼土が充満していた。
竃は、東壁中央部に位置し袖部は短く付設され、焚口から煙道部まで 1 2 0cm、 袖部幅 1 2 0cm、

外部へは「U」 状に 3 0 cln張 出す。焚口部は弱く「ハ」の字状に開く、火廉部は奥まで伸び火熱を

受け赤褐色で焼き締まりは強い。

覆土は2層、大半を占めると層は多量の自色粘土粒を含み、粘性、'締 まりは強い。自然埋積と思
われる。

遺物は、土師器片476(甕 374・ 不 102)須 恵器片2(甕 1・ 邦 1)が認められた。図示
したものはすべて土師器で小形の不と壺と碗、器形は浅く口縁部内傾し、肩部に弱い稜をもつ不、

口縁部が水平にちかく外反する高郷がみられた。

本跡は東側に電をもつ住居跡で出土遺物も多かった。 7世紀初頭の時期が考えられる。
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番号 器 種 法量 (cIII) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎土.色調.焼成 備考

1 土師器
′|、形書

Ａ

Ｂ

Ｃ

7,7
7,6
1

1旨ξ黒寺さ膚蓄看彗つξ態石;岳を善子ミ
リヘラ削り
横ナデ 。ナデ

�狛・砂甲量
鈍い黄橙色
喜ユニ誦

950/O

床直

2 土師器
メ

A 10,9
B  3,2
C  l.5

半円状器形  口唇測S丸 く収め0
器肉は 4111111でほぼ

~定
おヽ フロ町リ

ナデ
ヘ ラ磨 共

砂・細石中量
鈍い黒褐色
普涌

万

床直

3 土師器
杯

６

９

２

２

Ａ
Ｂ
Ｃ

体部ほ外反はやや弱い
日唇部は尖り気味
器形から皿より碗に近い

ヘ フロ町り

ナデ
■少。添Hコ的rP覆註
鈍い黒褐色
薯争→誦

90°/o

床直

4 土師器
蕊

Ａ

Ｂ

Ｃ

12,3
7,1
6.2

平底体部は直立 日縁部内牧気味
口唇部やや尖 り気味器肉 8111111
鈴終 >匡あ やや知 alr

ヘラ削り
すデ指頭調整

砂・細石中量
鈍い黄橙色
普 桶

40°/。

培舌IJ

5 土師器
抹

４Ａ

Ｂ

Ｃ

肩部にやや顕者な稜を持つ

口縁部内傾  口唇部|ま丸く収める
繋面粕雑

ヘラ削り
横ナデ 。ナデ

抄 多量

橙色
遵ユi百白

％
直
２０

床

6 土師器
言沐

A 16,5
B
C

不底部を欠矢するが体部は強く

外反 弱い稜を残す 器面粗雑
積すア・ アア 砂多量

赤褐色
普涌

10°/o

藩 十

7 石器
砥石 ?

長 b,41■l,b

幅3.3
粘板岩 三方に使用反石 り
磨耗准支ず 焙板岩 ?

死 44g

8 石器 長2,6厚0,8

幅 2,5
基部欠失 刃部両端剥離面を残す
緑 yFr岩

9g

9 上裂
丸玉

径:3,7× 2,〔

TL窪登0,9
向端カ ン ト状  ~部 嬌椎 ナデ調整 砂多重

SIiい椿角 普通
復 二

36貿

第 14表  17号住居跡出土遺物観察表

18号住居跡と出土遺物 (第 22図 。図版 5、

本跡は調査区西側グリットE16区 に位置し、

D

6、 9)

北側にゆるく傾斜している。南側で21号住居跡

FI
Y Ｚ

一

Ｘ
一

Ｃ
一

一軽
一

帯‖F

■庁―____十~~「噛説8孟
0                 2m

＼

W

o         50じ Ⅲ
ML-33,60m卜~‐ 引

士層凡例 SI-18 鼈

1

甘任十増
凪

第22図  18号 住居跡・出土遺物実測図
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番号 器 種 法量 (clll) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎土.色調.焼成 備考

1 須恵器
台杯

13,2

5,6

9

Ａ

Ｂ

Ｃ

脚は短め |ハ」の字状に開く
体部は弱く外反 口唇部は開く
内外成形痕

回転糸きり

付け高台
雲母極少量

灰褐色

良

700/O

床直

第 15表  18号住居跡出土遺物観察表

を掘り込み複合関係にある。プランは東西 3.6m、 南北 2.8mの長方形状を呈し主軸をN-9°
一Wに置く。壁高は3 0cmと 高い小型の住居跡である。
床面は、東側がやや低く白色粘土は認められたが明確な硬化面は無い。壁溝は確認できなかつた。

ピットは南東隅部と西壁に位置して 2ヶ所認められた。Plは径 2 0cm、 深さ 1 5cmの 円形。P
2は長径 3 5 cln、 深さ 1 0cmの長円形で主柱穴とは考えられなかった。

寵は、北壁中央部に位置し「U」 字状に付設され、焚日から煙道部まで 9 0cm、 袖部幅 1 0 0cm、

外部へは「U」 字状に3 0cn張 出す。袖部は直線的に伸び、左右で大きさに違いがある。火床部は

全面にみられ火熱を受け赤褐色で焼き締まりはやや強い。

覆土は、 4層で中央部に円形状の撹乱が認められた。層序からは人為的な埋積と考えられ白色粘
土粒を含む。粘性、締まりは強い。

遺物は、土師器片86(甕 78・ 不 8)須恵器片 1(郷 1)力司認められた。図示出来たものは台
不の須恵器のみで少ない。

本跡は出土遺物から8世紀末の時期が考えられる。

19号住居跡と出土遺物 (第 23図 。図版 6、 9)
本跡は調査区西側グリットE17区 に位置し、ほぼ平坦。南側で24・ 23号住居跡に掘り込ま

0         50cm
�明 乳50m l―

o                   2m

第23図  19号 住居跡実測図
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れ複合関係にある。プランは東西 5m、 南北は掘り込まれて不明。主軸をN-5° 一Wに置く。壁
高は東側で 1 5cmと 浅い。

床面は、ほぼ平坦で竃前面が踏み固められている。壁溝は遺存する西、北、東に幅 1 5cmか ら2
5 clnでみられた。

ピットは3ヶ所でいずれも壁溝内で認められたが主柱穴とは考えられない。Plは径 2 5cm、 深
さ 1 5cmの 円形。P2は径 3 0cm、 深さ4 0clBの 円形。P3は径 3 5 cln、 深さ 1 5cmの 円形。 「U」
字状掘り込み。

竃は、北壁中央部に位置し「U」 字状に細長く付設され、焚口から煙道部 1 3 0cm、 袖部幅 13
0 cmで外部へ 4 0cm張 り出す。袖部は直線的に伸びる。火床部は奥位に認められ火熱を受け赤褐色

で焼き締まりは強い。

覆土は、 2層で水平に堆積している。灰褐色の粘上を含み粘性、締まりは強い。

ヽ
、
＼                                   

′

4

◎ ②
0    1 11     1 12

齢 ∽

◎
‐．Φ

ｏ
10cln

第24図  19号 住居跡出土遺物実測図
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番号 器  種 法量 (clll) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎土.色調.焼成 備考

土師器
鉢

４

９

３

６

．

Ａ

Ｂ

Ｃ

小さめの底部から外反して立ち上がる
口縁部直立 日唇部弱く開く
内外剥落多 二次焼成

ナ デ 砂中量
鈍い赤褐色

普通

800/O

竃中

2 土師器
硫

３

５

５

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部内湾気味に立ち上がる
器肉は薄く日唇部尖り気味
内外剥落 二次焼成

ナ デ 砂 甲重

鈍い赤褐色
禾 息

600/O

釜袖

3 土師器
邦 ５

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部は不安定な底部から開いて
立ち上がる 日縁部欠失
内外剥落多二次焼成

ナ デ 砂。細石中量
鈍い赤褐色
不良

300/O

釜 中

4 土師器
杯

Ａ

Ｂ

Ｃ

13,7

3,8

3

半塚形 猿 杯部 は開く

日唇都は短く直立し尖る
内外は一部剥落

ソヽラ肖Uり
横ナデ。すデ

υ少重

黄褐色
息

90°/。

床直

5 土師器
杯

町
３，８２

Ａ

Ｂ

Ｃ

半球形状 体部は開く
口唇部は直立し尖る

ンヽラ肖Jり
横ナデ・ナデ

砂・スコリヤ中量
暗褐色
普涌

700/O

床直

6 土師器
杯 ３

Ａ

Ｂ

Ｃ

半球形状 体部は開く
日唇部は欠失 h4と同様か
二次焼成

ナデ 砂少量

淡い赤褐色
普通

30%
竃中

7 土師器
甑

２８

２９

‐０

Ａ

Ｂ

Ｃ

孔部三角形 月同部内湾気味
鵡 劇酷陛泣 日課郭「く」の鍬
長胴形

横ナデ・ナデ
ツヽラ肖Jり

細石中量
鈍い黄褐色
普通

950/O

床直

8 須恵器
杯

Ａ

Ｂ

Ｃ

3

3,7

11

碗状で端部は開き気味
隅部覆土から出土

ナデ 細石・雲母極少量

青灰色

良

70%
覆土

9 土裂
丸玉
径 4,7×3,5

孔径 1,0
楕円 孔部磨耗 粗雑 ナデ 砂甲量

鈍い赤褐色 普 ５５ｇ盈10 〃

　

〃

密:3,7X2,9

了L牟登0.6
桁円 粗雑 ナデ 砂 中量

苦楊魯  普
30g
磨 十

〃

　

〃

奮:3,0× 2,6

子L宿ヨ0.4
精 円 孔部カット状 不整形
知雑

ナデ 砂中量
黄褐色 普

18g
屠十

12 〃

　

〃

径3,0× 2,3
子LC登 0,6

両端カット粗雑 ナデ 砂中量

鈍い黄褐色 普

18g
藩 十

第 16表  19号住居跡出土遺物観察表

遺物は、土師器片235(養 222・ 不 13)須恵器片 6(養 2・ 郷 4)力 S認められた。図示し
たものは須恵器不 1点、不はいずれも丸底の球形状。日唇部は尖り直立する。鉢は安定した平底、

甑は口縁部は強く外反し長胴形。

本跡は複合関係、出土遺物から7世紀中葉の時期が考えられる。

20号住居跡と出土遺物 (第 25図・図版 6、 9)
本跡は調査区西側グリットE16区 に位置し、ほぼ平坦。南側で24号住居跡に掘り込まれ複合
関係にある。プランは東西約4.lm、 南北約3.8mの方形を呈し、主軸をN-9° 一Wに置く。
壁高は確認できなかった小型の住居跡である。

床面は、ほぼ平坦で中央部のみ踏み固められている。壁溝は確認できなかった。

ピットは確認されず竃西側に貯蔵穴がみられた。東西、南北9 0cmの方形状で 1 1 0clnと 深い。

寵は、北壁中央部に位置し半円状に付設され外部への張り出しは無い。中央に径 5 0 clnの 円形状

の掘り込みに焼上がみられた。上部はすべて欠失しているため明確な形態は不明。円形内が火床部

か。赤褐色で焼き締まりは弱い。 (上部欠失のためか)

覆土は、 1層、 5 cm以下で鈍い褐色で粘性は弱く、締まりは強い。
遺物は、土師器片27(甕 19・ 郷8)力 S認めちれた。須恵器片は無い。図示したものは貯蔵穴
内から出上した土師器不で口唇部は尖り直立する。

本跡は複含関係、出土遺物から7世紀初頭の時期が考えられる。
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第25図  20号 住居跡・出土遺物実測図

第 17表  20号 住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 法量 (cIII) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎土.色調。焼成 備考

1 土師器
杯

２

７

‐５

３

６

Ａ

Ｂ

Ｃ

丸底気味で体部は外反して立ち
上がる 日唇部は直立し尖る
一部詞1落

ナデ 横ナデ
ヘラ肖Jり

細石極少量

暗褐色
自 靭輯
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21号住居跡と出土遺物 (第 26図・ 図版 6)
本跡は調査区西側グリットF16区 に位置し、ほば平坦。北側で 18号住居跡に掘り込まれ複合
関係にある。プランは東西 3,7m、 北側は 18号住居跡に掘り込まれ不明。主軸をN-10° 一W
に置くと思われ、壁高は 1 0 clnと 低く、大半は欠失しているが、小型の住居跡と思われる。

床面はゆるく西側に傾斜、半分撹乱され欠失、白色粘上が認められたが明確な硬化面は無い。壁

溝は一部認められた。

ピットは隅部に lヶ所認められ長径 4 0cm、 深さ 1 0cmの長円形。

遺物は、土師器片 5(甕 5)が認められた。須恵器片は無い。図示できる物はなかった。
本跡は出土遺物から7世紀末の時期が考えられる。
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Ｐ

＝

止

ｒ

く
|

困
|

NEデ33,80m
0          2m BI

第26図 21号 住居跡実測図

22号住居跡と出土遺物 (第 27図・図版 6、 9)
本跡は調査区西側グリットE15区 に位置し、北側に傾斜している。複合関係は無い。プランは
東西 2.9m、 南北2.8mの方形を呈し、主軸をN-15° 一Wに置く。壁高は南側 3 5 clll、 北側
2 0cmと 高い。小型の住居跡である。

床面は、ほぼ平坦。自色粘土は認められたが明確な硬化面は無い。壁溝は幅 1 5 clnか ら2 5 clnで

巡り掘り込み 5 cm前後と浅い。

ピットは北側隅壁溝に位置して 2ヶ所認められた。Plは径 3 0cm、 深さ 1 0cmの 円形。P2は
径 3 0cln、 深さ2 0cmの 円形。掘り込みは「U」 字状。

竃は、東壁中央部に位置し「U」 字状に付設され、焚口から煙道部まで 9 0 cln、 袖部幅 1 0 5cln、

外部へは「U」 字状に4 0cm張 り出す。袖部はわずかに北側に曲がり付設。火床部は中位に位置し

火熱を受け赤褐色で焼き締まりは強い。

覆土は、 5層で 1・ 2・ 5層は黒色、黒褐色。砂質粘上を含み、粘性、締まりは強い。層序は北

側に流れるように自然埋積。

遺物は、土師器片87(甕 42・ 不45)須 恵器片26(養 18・ 不 8)が認められた。図示し
たものは須恵器甕、邪、底部回転糸切りや灰釉の陶器が 1点、また羽口などが出上している。

本跡は出土遺物から9世紀中葉の時期が考えられる。

土層AJu SI-21
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番号 器  種 法量 (clll) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎土.色調.焼成 備考

1 須恵器
奉

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部は外反して立ち上がり頚部は
「く」の字状縦位平行タタキロ
甑か

タタキ
ナデ
内面押圧

雲母極少量

灰褐色
自

10°/o

覆土

2 須恵器
抹

代

Ｂ

Ｃ

14,5

4,7

7,3

器肉は薄く体部は外反 口唇部は
開き気味に丸く収める

内外面ナデ
回転ヘラ切り

砂・糸田石中量

黒褐色
自

200/O

床直

3 土師器
邦 ７

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部体部とも器肉は411ullと薄い
皿に近い器形か

回転糸きり
ナデ

精選
黒褐色

良
靭
絣

4 須恵器
杯 ３５

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は薄く体部は開き皿に近い

器形

回転ヘラ切り
ナデ

細石極少量

灰褐色
B

300/O

覆土

5 陶器
小壺

Ａ

Ｂ

Ｃ

最大径を胴部上位に置く
口縁部底部とも欠失
肩部 に 自然 の灰紬

ナデ
内面押圧

精選

緑灰褐色
自

10%
覆土

6 可ヨロ
謎
径
孔

11

6,2

■9

送風部欠失 孔部にはノロが付着 ナデ 小石少量

孔部黒褐色
鈍い黄褐色

500/O

床直

第 18表  22号 住居跡出土遺物観察表

23号住居跡と出土遺物 (第 28図 。図版 6、 9)
本跡は調査区西側グリットF18区 に位置し、南側にゆるく傾斜している。24・ 19号住居跡
を掘り込み複合関係にある。プランは東西 5m、 南側は欠失し不明。主軸をN-30° 一Wに置く。
壁高は北側で 4 0cmと 高い。

床面は、大半が欠失。北、西壁側に一部認められる。壁浦は幅 1 0cmから 1 5cmで巡り掘り込み

は、 5 cm前後と浅いが床面が削平されているため明確ではない。

ピットは6ヶ所認められた。主柱穴と思われるPlは径 5 0cm、 深さ2 0cmの楕円形。P2は径
3 0cm、 深さ 1 5 clnの円形。P3は径 4 0cm、 深さ2 0cmの 円形状。P4は径 4 0cln、 深さ3 0cm
の円形でいずれも削平され浅い。P5は径 3 0cm、 深さ 1 0cmの 円形。P6は北西隅部に位置し長
径 4 0cm、 深さ 1 5cm。

竃は、北壁中央部に位置し隣接して並列して2ヶ所 「U」 字状に付設され、東側は焚口から煙道

部まで 1 1 0cln、 袖部幅 1 1 0cm、 外部へは2 0 cln張 り出す。火床部は中位に位置し火熱を受け赤

褐色で焼き締まりは強い。西側は焚口から煙道部まで 1 2 0cln、 袖部幅 1 0 0cm、 西袖は短く東側

との間の袖は細長く伸びる。火床部は前面に位置し火熱を受け赤褐色で焼き締まりは強い。電より

炉状か。

覆土は、大半が撹乱のため不明。竃部分に2層認められたに過ぎない。

遺物は、土師器片 173(養 156・ 不 17)が認められた。須恵器は無かつた。図示したもの
は土師器甕、支脚の一部。

本跡は複含関係、出土遺物から7世紀末の時期が考えられる。

-37-



G
也

5

0

1

1    4

0         50cm
M■ 3,40m 

―

10cm
｀正三正三二≧=正三:73

第28図 23号住居跡・出土遺物実測図

-38-



番 号 器 種 法量 (cIIl) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎土.色調.焼成 備考

1 土師器
蓬

つ
々Ａ

Ｂ

Ｃ

頚部「く」の字状 口唇部上方摘出
内面剥落

ナデ 細石多 。雲母少量

暗褐色

普通 朝
盈一

2 土師器
奉

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴頚部のみ「く」の字状
外面剥落 二次焼成

ナデ 精選
赤褐色
良

10%
藩 十

3 土師器
甕

A
B
C ll.2

底部のみ 剥落 二次焼成 ナデ 砂中量

黒褐色
遵子と酪

10°/c

竃中

4 支脚 径   5,5
遺存長 7,5

上下欠失 円形 ナデ
指頭押え

砂中量

赤褐色

200/c

覆土

5 上裂
丸玉

径:3,0×2,8

子しぞ恥 0.7
1/2欠失 精円形 二次焼成 ナ デ 砂中量

責褐色 普通

第 19表  23号 住居跡出土遺物観察表

24号住居跡と出土遺物 (第 29図・図版 6、 9)
本跡は調査区西側グリットF17区 に位置し、南、西側にゆるく傾斜している。東北側で20号住
居跡、北側で 19号住居跡を掘り込み西側では23号住居跡に掘り込まれ複合関係にある。プラン

は東西 6.lm、 南北は不明ながら本遺跡最大の遺構と思われる。主軸をN-20° 一Wに置く。壁

高は3 5cmと 高い。

床面は、ほぼ平坦、南側の一部は撹乱されている。自色粘上が認められたが明確な硬化面は無い。

壁溝は幅 1 0clnから 1 5cmで巡り、掘り込みは5 cm前後と浅い。

ピットは4ヶ所認められPlは長径 8 0 cln、 深さ4 5cmの橋円形。P2は径 7 0cm、 深さ4 5cm
の円形。 「U」 字状 2段に掘り込みをもち主柱穴と考えられる。P3は北側壁溝内に位置し径20
cm、 深さ 1 5 clnの 円形。P4は長径 3 0cm、 深さ 1 5cm。
竃は、北壁中央部に位置し「U」 字状に付設され、焚口から煙道部まで 1 4 0cm、 袖部幅 120
cm、 外部へはわずかに張り出す。焚田部はやや西向きで袖部は直線的に伸びる。火床部は前面に位

置し火熱を受け赤褐色で焼き締まりは強い。

覆土は、6層でいずれも白色粘上を含み、粘性、締まりは強い。層序は 1層を除き人為的堆積。

遺物は、土師器片258(甕 222・ 郷36)カユ認められた。須恵器片は無い。図示できるもの
は少なく上師器養底部、土製支脚などである。

本跡は複合関係、出土遺物から7世紀中葉から後半の時期が考えられる。
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番号 器  種 法量 (cIII) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎土.色調.焼成 備考

上師器
薙 ８

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部のみ1/2久失 二次焼成
平底

ナデ 砂多量

赤褐色
やや不良

5%
覆土

2 土師器
甑 ７６

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部のみ 平底 ナデ 砂中量
外黒褐色・内褐色

普通

5%
覆土

3 支脚 径  5,7
遺存長11,6

下部欠失 円形 二次焼成 粗雑
剥落

ナデ
押圧

砂・長石少量

鈍い橙色 普通 聯棘一4 裂

玉

土

丸
径 3,2× 2,(

予し窄登  0.8
楕円形 磨耗 砂中量

首褐色 普通
複 主

23皮

5 〃

　

″

径 3,4× 2,E

子し4登  0,8
孔部引き抜き痕 二次焼成 粗雑 ナデ

押圧

砂中量
暗褐色 普通

覆土
29宜

6 〃

〃

径3,5× 2,5
子と℃登  1.0

孔部楕円 卵形 磨耗変形 ナ デ 砂中量

鈍い暗褐色普通 26

第20表  24号 住居跡出土遺物観察表

2 土坑

本遺跡から11基の上坑が検出された。遺構は東側と中央部西側に認められた。形は円形状が大

半で、掘 り込みは浅い。西側の調査区には不整形なものもみられた。

1号土坑と出土遺物  (第 30図 図版 7)
本跡は調査区東側グリットC4区に位置し、東側にゆるく傾斜している。南側の一部は6号住居

跡を掘り込み、複合関係にある。プランは円形で径 1.25m。 底面はほぼ平坦で硬化は弱く壁高は

1 5 clllと 低い。

覆土は、 1層でローム粒子を多量に含む。粘性、締まりは強い。人為的埋積。

遺物は、土師器、須恵器ともに認められなかつた。

本跡は複合関係、出土遺物からは時期は把握できなかつた。

2号土坑と出土遺物 (第 30図 )
本跡は調査区東側グリットC5区に位置し、 1号土坑と隣接。 6号住居跡内北側に位置し上部に

は焼土ブロック、砂質粘土がみられた。残部のプランは長径 1,9m、 短径 1.lmの卵形を呈する。

底面はほぼ平坦で硬化はやや弱い。壁高は3 0cmと 高い。

覆土は、 5層に分けられた。 1層は鈍い赤褐色で焼土ブロック、砂質粘上。2層は砂質粘土、ロ

ーム粒子で褐色、 3層 は砂質粘上が多量で焼土プロックを含み明褐色。4層は3層に近い。 5層は

ローム粒子を多量に含み明褐色。粘性、締まりは強い。人為的埋積。

遺物は、土師器、須恵器ともに無かつた。

本跡は上部の砂質粘上の関係から6号住居跡と時期に大差はないと考えられる。

3号土坑と出土遺物 (第 30図 )
本跡は調査区東側グリットC5区に位置し、2号土坑の南側、6号住居跡内北側竃前に位置。上

部には焼上が認められ、プランは長径 1.4m、 短径 1.25m。 底面はほぽ平坦で硬化はやや有り

壁高は3 5cmと 高い。

覆土は、3層でローム粒子を多量に含む。粘性、締まりは強い。人為的埋積。

遺物は、土師器、須恵器ともに認められなかつた。

本跡は上部の砂質粘上の関係から6号住居跡と時期に大差はないと考えられる。
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4号土坑と出土遺物 (第 30図 )
本跡は調査区中央南側グリットE8区に位置し、南側にゆるく傾斜している。北、西側の一部は
1号住居跡と3号住居跡を掘り込み複合関係にある。プランは長形で径2.5m、 短径 1.55m。
底面は長円形状の浅い掘り込みが三ヶ所みられ、2ヶ所はピットか。硬化は弱く壁高は 1 5cmと 低
い。

覆土は、 6層で上部は撹乱層。 1、 2層はピットの可能性有り。 3、 4、 5、 6は片側からの人
為的埋積。粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器、須恵器ともに認められなかった

本跡は覆上の埋積状態などから抜根跡も考えられる。

5号土坑と出土遺物 (第 30図 )
本跡は調査区中央やや西側グリットE12区 に位置し、西側にゆるく傾斜している。プランは方
形状で東西O.8m、 南北O.9m。 底面には円形状の掘り込みが三ヶ所みられ 3 5cm、 3 0 cln、 2
5 cm。 硬化はやや有り壁高は 1 0clnと低い。

覆土は、 5層で焼上ブロック、焼土粒子、炭化粒子を含む。粘性、締まりは弱い。
遺物は、土師器、須恵器ともに認められなかった。

本跡は覆土の埋積状態から2時期のピットと土坑の可能性が考えられる。

6号土坑と出土遺物 (第 30図 )
本跡は調査区中央西側グリットEll区 に位置し、西側にゆるく傾斜している。南側の一部は 1
1号土坑に掘り込まれ、複合関係にある。プランは東西南北O.85mの 方形。底面は平坦で白色粘
土、壁高は4 5cmと 高い。

覆土は、 3層で暗褐色にローム粒、粒子の混入の差で粘性、締まりはやや有る。自然埋横。

遺物は土師器、須恵器ともに認められなかった。

本跡は、複合関係から9世紀代の時期が考えられる。

7号土坑と出土遺物 (第 31図 図版 7、 9)
本跡は調査区西側グリットE17区に位置し、北側にゆるく傾斜している。プランは東西 1.4m、
南北3mの長円形。底面は平坦で三ヶ所のピット状の掘り込みがある。硬化はやや有り壁高は60
cmと 高い。

覆土は、黄褐色層を確認の為掘り込んだところ遺物が検出された。よって未作成、断面図のみ。

観察では自色粘土に黄褐色粘上が認められた。粘性、締まりはやや強い。

遺物は、土師器片28(甕 10・ 不 18)ん尋認められた。6点ほどは土圧の為破片化し完形品は
2点、他はやや散在気味で投げ込み状であつた。すべての上器は底部から浮いた状態で検出されて
いる。

本跡の性格は出土遺物の状態から隣接する 17号住居跡の貯蔵穴か。 7世紀初頭の時期が考えら
れる。

8号土坑と出土遺物 (第 9図 )

本跡は調査区中央東側グリットC2区、 7号住居跡東南隅部に位置し、上部は住居跡で欠失。プ
ランは径 1.5mの円形。底面は皿状に中央部がやや深く締まりは弱い。壁高は4 0cmと 高い。
覆土は3層、 1層 は暗褐色で締まりはやや有る。2層は褐色、 3層 は明褐色いずれもローム粒、
粒子、ブロックの混入の差で締まりはやや弱く自然埋積。

遺物は土師器片5(甕 3・ 不2)須恵器片 1(イ 1)弥生式土器壺胴部 1片が認められた。
本跡は、複合関係から7世紀代の時期が考えられる。
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番号 器 種 法量 (clll) 器形の特徴及び文様 整形技法 胎土.色調.焼成 備考

1 土師器
杯

０

５

０

２

４

５

Ａ

Ｂ

Ｃ

丸底気味からゆるく立ち上がる
日縁部は内湾 肩部に弱い稜
口唇部は丸く収める

積 ア ア

ナデ
ヘラ削り

スコ)ア、砂、細石少量
鈍い橙色
普涌

朝
土
９
覆

2 土師器
杯

Ａ

Ｂ

Ｃ

12,1
4,3
4.0

丸那気味からゆるく豆ろ上かる
日縁部は短めに内湾 口唇部は
丸く収める 肩部に弱ヤ滅

標 ア ア

ナデ
ヘラ削り

スコ〃ア、 ■クH4逼芭

暗褐色
普涌

950/O

覆土

3 土師器
杯

６

４

氏

２

４

４

Ａ

Ｂ

Ｃ

丸底気味からゆるく立ち上がる
日縁部は内湾気味
口属部は尖り気味肩部に弱い稜

杖 すテ

ナデ
^、
ラ 肖!I VJ

スコ)ア、 砂中量
鈍い黄褐色
蓮|→酌

』
十
８
藩

4 土師器
杯

Ａ

Ｂ

Ｃ

14,0
4,5
6.0

平底に近くゆるく立ち上がる
日縁部は直立 肩部に弱い稜
口唇部は丸く収める

横すデ
ナデ
ヘ ラ削 り

スコ,ア、砂中量
暗褐色
望ヾ子1目臼

聰
土
４
覆

5 土師器
邦

A13,5
B 4,0
C 6.0

丸恩 気 味 か らゆ る く互 ろ上 か る

口縁部は直立気味
日唇部は尖る 肩部に弱い稜

慄 ア ア

ナデ
ヘラ削り

スコ,ア、砂中量
暗褐色
普通

400/O

霜 十

6 土師器
沐

０

９

０

４

４

５

Ａ

Ｂ

Ｃ

丸底気味からゆるく立ち上がる
日縁部は直立 肩部に弱い稜
口層部は丸く収める

横ナデ
ナデ
ヘラ削り

スコ)ア、 砂甲量
鈍い黄褐色
超お酌

80%
婿 十

7 土師器
抹

５

５

０

４

４

５

Ａ

Ｂ

Ｃ

やや大形体部はゆるく立ち上がる
日縁部は直立 肩部に弱い稜
口唇部は内側にカット状

積すテ

ナデ
^ざテ肖IIり

くヨ,ア、砂少量
鈍い黄褐色
蓮11酌

形
＋

一
万
磨

8 土師器
抹

A 17,5
B
C

膵部は内湾 して立ち上がる
日縁部は短く内湾
口唇部は内側にカット状

横ナデ
ナデ
ヘラ削 り

スコ)ア、砂少量

淡い赤褐色二次焼成
普通

400/c

覆土

第21表  7号土坑出土遺物観察表

9号土坑と出土遺物 (第 31図 )
本跡は、西側に新たに設定した馬の背状の調査区から検出された。地形は西側に傾斜している。

プランは東西 1.85m、 南北 lmの長円形。底面は西側に傾斜、砂質の為硬化は無く壁高は 5 clnと

低い。

覆土は、暗褐色層で砂粒を多量に含む。粘性、締まりは無い。自然埋積か。

遺物は、土師器片 16(養 15・ 郷 1)が認められた。いずれも小片で図示できるものは無かっ
た。甑の把手の一部が見られた。

本跡は出土遺物から8世紀から9世紀の時期が考えられる。

10号土坑と出土遺物 (第 31図 図版 7)
本跡は西側に新たに設定した調査区西端から検出された。地形はゆるく北側に傾斜している。プ

ランは東西で 2.8m、 南北3.5mの長方形状。底面はほぼ平坦で硬化は無く壁高は 1 5cmと 低い。

覆土は、 3層で 1層には炭化粒子を多量に含む。底面の3層は黄褐色砂を多量に含み粘性、締ま

りは無い。層序はレンズ状を示し自然埋積。

遺物は、土師器片34(甕 28・ 不6)が認められた。いずれも小片で図示できるものは無かつ
た。

本跡は出土遺物から7世紀初頭から7世紀中葉の時期が考えられる。
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第31図  7.9.10号 土坑実測図・7号土坑出土遺物実測図
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11号土坑と出土遺物 (第 30図 )
本跡は調査区中央西寄 リグリットFll区に位置し、南側にゆるく傾斜している。北側は6号土
坑を掘り込み複合関係にある。プランは東西南北 8 5cmの方形状。底面は平坦で硬化はやや有る。
壁高は4 5cmと 高い。

覆土は、3層で黄褐色。粘性、締まりはやや有る。
遺物は上服器が 1片認められた。

本跡は、複合関係から7世紀から8世紀の時期が考えられる。

3 ピット

ピットは24基検出された。大半は中央西側に集中して認められた。いずれも径 2 0 cln、 深さも
15～ 2 5cm前後のものが大半であつたが 6 0cmの深いものも見られた。 7号から 19号、20号
から25号は柵列状の直線を呈するが明瞭なプランは不明。その他土坑状の大型のものもあった。
遺物は少なく時期を特定できなかった。総じて柵列状の位置関係と思われる。

1号ピット (第 38図 )
調査区中央部東側グリットC5区に位置し、北側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プラ
ンは径 5 5cmの楕円形で 「U」 字状に8 0cmほ ど掘り込む。

覆土は、 3層で 1層は鈍い褐色。 2層は明褐色。 3層は明褐色。 1層を除きローム粒、粒子を多
量に含む。粘性、締まりは強い。

遺物は、土師器片 3(甕 2・ 不 1)須恵器片 1(不 1)が認められた。いずれも小片で図示でき
るものは無かった。

出土遺物から7世紀から8世紀の時期が考えられる。

C Ｄ
一

〇
ユ
B

く

＋
Ｄ
一
Ｐ２⑥Ｃ一

多

Ｄ
一
／
／
　
Ｄ
一

Ｐ３一^いい〕】〕「′

Ｃ

一
　

　

　

Ｃ

一

≫

下

身

◎

Ｐ２‐

勇

Ａ
一

４
ギ
‐
陣

６
）
Ｐ２２

③Pぉ
IF

◎
Ｐ２４

Ｊ

一

Ｊ

一

（
〔
〔
中
〕
】
）
Ｐ‐７
．
．

１

一◎

跡

u.ッ
r‐

C

ML-34・ 30堕鳳

avIL 34,20m

0           2m

第32図  1,2,3.4.16.17.18.19.20.21.22.23.24.25.26号 ピツ ト実測図
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2号ピット (第 33図 )
調査区中央東側グリットC6区に位置し、北側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プラン
は長径 8 0cm、 短径 7 0cmの楕円形で 「U」 字状に9 5 cln掘 り込む。

覆土は、4層で 1層は鈍い褐色。2層は褐色。 3、 4層は明褐色。 1層に少量の焼土粒子を含む。

他はローム粒子の混入の差で粘性、締まりは強い。

遺物は、土師器片 2(甕 2)ん S認められた。いずれも小片で図示できるものは無かった。
隣接するPlと 何らかの関係があると思われる。出土遺物から7世紀から8世紀の時期が考えら

れる。

3号ピット (第 33図 )
調査区中央東側グリットC5区に位置し、北側にゆるく傾斜している。 1号溝を掘り込み複合関
係にある。プランは長径 7 0 cln、 短径 4 5cmの長円形で 「U」 字状に2 5 cla掘 り込む。単独。

覆上は、 2層で 1層は淡い赤褐色で焼土粒子を中量。2層は褐色で焼土粒子少量とローム粒子多

量。粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器、須恵器とも認められなかつた。

複合する 1号溝を掘り込むことから7世紀から9世紀の時期が考えられる。

4号ピット (第 33図 )
調査区中央東側グリットC9区に位置し、西側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プラン
は径 8 0cmの円形状で 「U」 字状に6 0cm掘 り込む。

覆土は、 3層で 1層は褐色でローム粒子中量。 2、 3層 は明褐色でローム粒子、自色粘土を極少

量含む。粘性、締まりは強い。

遺物は土師器、須恵器とも認められなかった。時期は不明。

7号ピット (第 38図 )
調査区西寄 リグリットEll区 に位置し、西側にゆるく傾斜している。複合関係は紙い。プラン
は径 4 5cmの 円形状で鍋底状に 1 0 cll掘 り込む。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器片 1(養 1)が認められ、小片で図示できるものでは無かつた。
出土遺物から8世紀から10世紀で西側に連なるピット群の 1つ と考えられる。

8号ピット (第 33図 )
調査区西寄 リグリットEll区 7号 ピットに隣接し、西側にゆるく傾斜している。複合関係は無
い。プランは径 5 5 cIIlの楕円形で鍋底状に 1 0cln掘 り込む。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器片4(奏4)が認められ、いずれも小片で図示できるものは無かつた。
出土遺物から8世紀から10世紀で西側に運なるピット群の 1つ と考えられる。

9号ピット (第 33図 )
調査区西寄リグリットEll区 に位置し、西側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プラン
は径 4 0cmの 円形状で鍋底状に 1 5cm掘 り込む。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器、須恵器片とも認められなかつた。

時期は不明だが西側に連なるピット群の 1つと考えられる。
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10号ピット (第 33図 )
調査区中央西寄リグリットF10区 に位置し、南側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プ
ランは長径 8 0cm短径 5 0cmの楕円形状で掘 り込みは2段になり1 5cm、 2 5 clnの鍋底状。 2基の
複合か。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器、須恵器片とも認められなかった。

時期は不明だが西側に連なるピット群の 1つと考えられる。

11号ピット (第 33図 )
調査区西寄 リグリットEll区 に位置し、南側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プラン
は径 4 5cmの楕円形状で鍋底状に 1 5 cln掘 り込む。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器、須恵器片とも認められなかった。

時期は不明だが西側に連なるピット群の 1つ と考えられる。

12号ピット (第 33図 )
調査区西寄リグリットE12区に位置し、西側にゆるく傾斜している。複含関係は無い。プラン
は径 5 0cmの円形状で開いた「U」 字状に2 0cln掘 り込む。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器、須恵器片とも認められなかった。

時期は不明だが西側に連なるピット群の 1つと考えられる。

13号ピット (第 33図 )
調査区西寄リグリットE12区 に位置し、西側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プラン
は径 6 5cmの円形状で鍋底状に 1 5 cln掘 り込む。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器、須恵器片とも認められなかった。

時期は不明だが西側に連なるピット群の 1つ と考えられる。

14号ピット (第 33図 )
調査区西寄リグリットEll区に位置し、西側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プラン
は径 4 5cmの 円形状で鍋底状に 1 0cm掘 り込む。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器、須恵器片とも認められなかった。

時期は不明だが西側に連なるピット群の 1つと考えられる。

16号ピット (第 32図 図版 7)
調査区西寄リグリットE12区 に位置し、西側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プラン
は径 8 5cmの円形状で鍋底状に 1 5cm掘 り込む。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器、須恵器片とも認められなかった。

時期は不明だが西側に連なるピット群の 1つ と考えられる。
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17号ピット (第 32図 図版 7)
調査区西寄リグリットF12区 に位置し、南側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プラン
は径 9 5cmの円形状で鍋底状に3 0cm掘 り込みやや大型で深い。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器片 7(甕 5・ 郷 2)須恵器片 1(郷 1)が認められ、いずれも小片で図示できる
ものは無かつた。

出土遺物から8世紀から10世紀の時期が考えられる。

18号ピット (第 32図 図版 7)
調査区西寄 リグリットE12区 に位置し、西側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プラン
は径 3 5cmの円形状で台形状に 1 5cm掘 り込む。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器片 1(甕 1)カゴ認められ、小片で図示できるものでは無かつた。
出土遺物から8世紀から10世紀の時期が考えられる。

19号ピット (第 32図 図版 7)
調査区西寄 リグリットE12区 に位置し、西側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プラン
は径 4 0cmの円形で 「U」 字状に 1 5cm掘 り込む。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器、須恵器片とも認められなかった。

時期は不明だが西側に連なるピット群の 1つ と考えられる。

20号ピット (第 32図 図版 7)
調査区西寄リグリットE13区 に位置し、西側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プラン
は径 3 0 clnの 円形で鍋底状に 1 5cm掘 り込む。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器片 7(甕 5・ 不 2)須恵器片 1(不 1)が認められ、いずれも小片で図示できる
ものは無かった。

出土遺物から9世紀から10世紀の時期が考えられる。

21号ピット (第 32図 図版 7)
調査区西寄 リグリットE13区 に位置し、西側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プラン
は径 3 5cmの円形状で鍋底状に2 0cm掘 り込む。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、上師器、須恵器片とも認あられなかった。

時期は不明だが西側に連なるピット群の 1つ と考えられる。

22号ピット (第 32図 図版 7)
調査区西寄リグリットE13区に位置し、西側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プラン
は径 3 0cmの円形状で 「U」 字状に4 0cm掘 り込む。深い。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器、須恵器片とも認められなかった。

時期は不明だが西側に連なるピット群の 1つ と考えられる。
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23号ピット (第 32図 図版 7)
調査区西寄リグリットE13区 に位置し、西側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プラン
は径 5 0cmの長円形状で 「U」 字状に3 0cn掘 り込む。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量、下部は自色粘土粒を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器、須恵器片とも認められなかった。

時期は不明だが西側に連なるピット群の 1つ と考えられる。

24号ピット (第 32図 図版 7)
調査区西寄リグリットF13区 に位置し、西側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プラン
は径 3 0clnの 円形状で 「U」 字状に2 0cm掘 り込む。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、上師器、須恵器片とも認められなかった。

時期は不明だが西側に連なるピット群の 1つ と考えられる。

25号ピット (第 32図 図版 7)
調査区西寄 リグリットF13区 に位置し、西側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プラン
は径 3 0cllの 円形で鍋底状に 1 5cm掘 り込む。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器、須恵器片とも認められなかった。

時期は不明だが東側に連なるピット群の 1つ と考えられる。

26号ピット (第 32図 図版 7)
調査区西寄リグリットF13区 に位置し、西側にゆるく傾斜している。複合関係は無い。プラン
は径 4 5cmの 円形で 「U」 字状に4 0cm掘 り込む。深い。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器、須恵器片とも認められなかった。

時期は不明だが北側に連なるピット群の 1つ と考えられる。

27号ピット (第 32図 )
調査区西寄リグリットFll区 に位置し、南側にゆるく傾斜している。 11号土坑と複合関係に
有る。プランは長径 8 5cm、 短径 6 5cmの長円形状で小規模な土坑状で 3 5cm掘 り込む。

覆土は、上部が褐色でローム粒子を少量含み粘性、締まりはやや有る。

遺物は、土師器、須恵器片とも認められなかった。 ヽ
複合関係から8世紀から10世紀の時期が考えられる。

4 溝

溝は2条認められた。 1号溝は調査区の東側に位置、2号溝は西側の調査区から検出された。
いずれも短く浅い。

1号溝と出土遺物 (第 33図 )
本溝は、調査区東側グリットC2区に位置し、地形的には東側にゆるく傾斜を示す。東側の一部
は5号住居跡に掘り込まれ複合関係にある。東西に長さ4.5m、 幅は東側で 1 7 0cm、 西側に向かっ

て幅は次第に狭くなり中ほどで1 1 0cm、 最後は円形状に収まる。底面は東側にゆるく傾斜、中央部
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が僅かに低い。硬化は弱くローム面剥き出し状、壁高は 10～ 1 5cmと 低い。先端部にピットが見

られたが覆土から、本遺構とは直接関係ない。

覆土は、 2層でローム小ブロックと粒子を多量に含む。粘性、締まりはやや強い。自然埋横。
遺物は、土師器片 (甕・不)が認められた。須恵器片は認められなかつた。いずれも小片で図示
できるものは無かつた。

本跡は複合関係と出土遺物から8世紀前半の時期が考えられる。

2号溝と出土遺物 (第 33図 図版 7)
本溝は新たな調査区、西側の中央部に位置し、馬背状台地を切断するように南北に見られたが、

掘り込みは浅く皿状を呈する。ゆるく南側に傾斜している。長さ6m、 幅は2m～ 2.5m北側に浅
い掘り込みが認められ、南側に緩く傾斜を示す。複合関係はない。底面は粗い砂層で硬化は面は無

く西側でも壁高は5 clnと 低い。

覆土は、2層で黄褐色の砂層で粘性、締まりは弱く、自然埋積。

遺物は、土師器片56(甕 45・ 不 11)が認められた。須恵器片は認められなかつた。出上し
た上器は角が取れて磨り減り、いずれも小片で図示できるものは無かつた。

本跡は出土遺物から7世紀から8世紀頃の時期が考えられる。

―
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5 炭窯

1号炭窯と出土遺物 (第 34図 図版 7、 9)
本

"は
調査区西側端部、グリットはF20区に位置し、南、西側にゆるく傾斜している。炭窯は南

北方向に構築され、南側が焚口になっていた。本体部は長さ2.7m、 幅は北側で 1.6mの焚口部
で 6 0cmと 狭く徳利状を呈する。天丼部は欠失、上層から崩落痕は認められなかった。焚口は幅5
0 clnと 狭く、煙道部は円形で径 2 0 cln。 掘り込みは5 0cm。 底部は平担で硬化、真黒で光沢を持つ。

複合関係はない。

覆土は、7層で焼土ブロック、粒子、炭化物、粒を多量に含む。粘性、締まりは弱い。天丼部と

思われる煉瓦状のものは認められず、上部を覆う 1層は周辺の灰褐色粘土層で人為的な埋積。下層
の2～ 7層は周辺の残土、焼土、ブロック、炭化物、粒、砂質粘上が不規則に混在していた。
遺物は、破片 14(甕 4)ホイロ 。土管・土鍋 。笠間焼甕・平瓦など戦前、戦後に使用された物
が見られた。 (写真図版 9)

本跡は出土遺物から昭和20年前後の時期が考えられる。
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第34図  1号炭窯実測図
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Ⅳ 結びにかえて

本遺跡は前述の通り確認調査により新たに発見されたものであり、このため遺跡の性格、時期等
は全く不明であった。本調査も確認 トレンチの層序にしたがって表土層を取り除き、遺構確認作業
を行ない時代と時期、プランや軒数が確認された。遺構の大半は馬背状台地が弱く「く」の字状に
ふくらむ部分で約800ド の狭い範囲に検出された。
調査によって24軒の竪穴住居跡、土坑 11基、溝 2条、ピット26基が出土した。各遺構のプ
ランや電の付設状態、柱穴、出土遺物などの特徴から、これら住居跡の営まれた時代は古墳時代か
ら平安時代、7世紀初頭から10世紀末期のおよそ400年 間が考えられる。各遺構とも上部の堆
積上は 1 0 cll前後と浅く、各遺構の掘 り込みも 1 0cm前後で最大でも5 0cmであった。柱穴が確認
できない遺構、出土遺物も少ないため時期の判断には慎重を要するが、住居跡プランや土器、寵等
から住居跡の変遷について述べて結びとしたい。

住居跡の変遷と出土遺物

本遺跡からは少量の縄文時代前期の浮島式と弥生時代後半の十三台式上器の細片が20点ほど出
上しているが、これに伴う遺構は認められなかった。

上坑、溝、ピットでは7号土坑以外明確に時期を特定できる遺構はなく、出土遺物やプラン等か
ら住居跡の年代に伴うものと推察される。その外近代の炭窯が 1基認められた。
古墳時代鬼高 H期前半に該当する住居跡は 17、 20号でプランは方形状、 17号は東側に電を
もち、「U」 字状で20号は大半が欠失、電の火床部と貯蔵穴が確認され全体像は不明に近い。出上
遺物では不形土器は須恵器の影響化のもとに見られる肩部に弱い稜をもち口縁部は内傾、直立する
ものと半球形状の体部と口唇部が短 く直立し尖る形態が認められる。 17号は碗形土器、壼形上器
などの中土も見られ、遺物の特徴から本遺跡初頭の遺構である。 坑では7号が出上した郷の特徴
から同期のものと考えられる。

古墳時代鬼高Ⅲ期後半に位置付けられるものは 10、 19号住居跡でプランは複合し不明に近い
がやや大形、方形状と推察され共に北側に電を持つが 10号では円形で炉状であるが、袖部は砂質
粘上を用いる。 (上部欠失の為か)23号 住居跡では「U」 字状で長日の袖が付設されている。 19
号住居跡は床面から出土した長胴形であるが胴部の最大径は上位に置く甑、竃周辺出上の郷などか
ら考えられる。古式の須恵器杯が見られた。 10号では内部にヘラ磨きを持つ碗形土器、摘みが扁
平な蓋が見らいずれも土師器。21号も同様か。
真間期 I期には3、 12、 24号が推察される。プランは方形状やや小型、壁高は浅い。遺物も
少なく断定は出来ない。

真間H期に位置付けられるものは8、 24号住居跡。プランは方形状、本遺跡では大形の部類に
入る。24号は南側に粘土採掘の穴があり傾斜面との関係で全掘出来ず一部不明。竃は北壁に付設
し「U」 字状の袖を持つ24号と炉状の霊を持つ8号がある。24号は外部に「U」 字状に張り出す。
8号は壁高が皆無に近く確認面が床面であり遺存状態は悪い。焚口部に砂質粘土を持ち寵より炉状
の感じを受けるが上部欠失の為不明。類例は以降の住居跡に見られる。主軸は西側に寄る。
遺物は少なく24号からは甕形土器底部、土製支脚、8号では石製の紡錘車が出土している。
真間Ⅲ期前半に位置付けられるものは2、 4、 7号住居跡でプランは方形状 7号のみ壁高は40
cm前後と深い。 2、 4号は浅く確認面で床面の一部が認められた。柱穴が認められている。電は砂
質粘上で焚田部を高くし炉状の感じの2号、東側に付設し住居跡内部に付設し深く掘り込む7号、
浅く僅かに砂質粘上を認める4号。須恵器郷の特徴は、7号では体部の器肉は厚め、2号では薄く
開き底部には回転ヘラ切り痕を残す。甕形土器口唇部は上方へ摘み出し、長胴形。主脚は細く貧弱。
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真間Ⅲ期後半の位置付けられる 1、 6、 18号住居跡ともプランは方形状でやや北寄りに主軸を
置く。6は壁高2 0cm程 を測るが 1は南側では欠失、北側では1 0cm前後と低い。6号では柱穴を
認め、電は「U」 字状に袖を付設。遺物は2号から口唇部を長く摘み出す小型甕、体部が強く外反
する須恵器郷が見られる。 1号からは土製の紡錘車、 18号では高台の短い不も見られこれはやや
古手が出上している。

真間Ⅲ期末に位置付けられる 5、 16号住居跡は、一辺 3～ 4mの小型のプランで掘り込みは2
0 cm～ 5 0cmと 壁高は高く前述の 1、 6号 より主軸は北に寄り、 16号はほぼ北。床面はいずれも
粘土層になり明確な硬化面は認められなかった。 5号から叩き目を持つ甕、底部ヘラ削りの不が見
られたが電の補強材として使用されていた。 16号では四隅に柱穴が見られ、電の煙道部を残す遺
存状態の良い遺構であった。遺物は、底部ヘラ切り、体部の器肉の薄い須恵器不と高台付の皿 ?が
見られ、大型の養形土器口縁部が出上している。

国分 I期に位置付けられる 13、 14号住居跡は、小型で方形プラン、主軸は西寄り、電は北壁
側と東南側と反対側に付設し小型化している。遺物は土師器が大半、底部に回転糸切り痕、台郷が

共に出上している共通性がある。 14号からは内面黒色にヘラ磨きの皿と三角形状の甑と思われる
須恵質上器が見られた。

国分 H期、本遺跡の終末期のものは 13、 22号住居跡が考えられる。これは西と東に分かれて
いるが 13号は東南側に電を付設、大半は地床炉的であつた。遺構は不正形、道路により削平され
プランは不明瞭。22号は西側、北の斜面部直近に位置し、ゆるく傾斜する変則的な場所に見られ、
床面は粘土質であり東側に竃を付設する小型の住居跡である、。遺物は、 13号では土師器碗形上器
で底部は回転糸切 り痕を残す。台付も見られる。口唇部は水平に近く開く。22号では安定した平
底の須恵器不で体部、底部とも器肉は薄い。本遺跡唯―の羽口が出土も「ノロ」が付着。また陶器

の小型壺の小片が出土、肩部に灰釉が見られた。

以上の諸点から本調査区内、言い換えれば馬背状独立丘の範囲では約四世紀に渡り、常時2軒前
後の住居、集落が営まれていたと考えられる。古事記、日本書紀、風上記が編纂された当時の国衛

や郡衛から離れた地域、末端の単位 「集落」生活の一部を垣間見る遺跡と考えられるが、周辺には、

現在まで近似するような遺跡は見られない。

本遺跡の立地はやや隔絶された感じの馬背状台地であるが、出土遺物から特別な性格を持つ人々

集落とは考えにくい。出土している土錘が物語るように山や川、海、そして農耕に生きる糧を求め

て生活した末端の人々の日常生活を鉄器の少なさや羽日の出土などから、つつましい自給自足の生

活が想像され、竪穴住居跡から土間状へと変る過程と思われる。 (了 )
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3号住居跡完掘

1号住居跡完掘

2号住居跡寵

2号住居跡完掘

4号住居跡出土遺物

5号住居跡出上遺物

PL2 1号 住居跡寵 。1号住居跡完掘・2号住居跡寵
1・ 2,3号住居跡完掘・4号住居跡出土違物・

・2号住居跡完掘・3号住居跡完掘・
5号住居跡出土遺物
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5号住居跡竃 7号住居跡驚

5・ 6。 7号住居跡完掘 7号住居跡完掘

8号住居跡絶

6号;住居跡完掘 8号住居跡完侃

PL3 5号 住居跡寵・5
7号住居跡完掘・

・6・ 7号住居跡完掘・6号住居跡霊・
8号住居跡寵・8号住居跡完掘
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6号住居跡完掘・7号住居跡寵・



12号住居跡完掘

9号住居跡完掘 13号住居跡亀

10号住居跡完掘 18号住居FJII完縮

H号住居跡完颯                        6。 14・ 7・ 9号住居跡完掘

PL4 9号 住居跡出土違物・9号住居跡完掘・10号住居跡完掘・11号住居跡完掘・12号住居跡
完掘・13号住居跡寵・6・ 14・ 7・ 9号住居跡完掘
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13・ 15号住居跡出土遺物 16号任居跡完掘

14号住居跡寵 17号住居跡出土遺物

15号住居跡完掘 17号住居跡完掘

16号住居跡出土遺物16号住居跡出土遺物                         18号 住居跡完捌

PL5 13・ 15号住居跡出土遺物・14号住居跡寵・15号住居跡完掘・16号住居跡出土違物・
16号住居跡完掘・17号住居跡出土遺物・17号住居跡完掘・18号住居跡完掘
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19号住居跡出土遺物 23・ 24。 19号住居跡完掘

20号住居跡貯蔵穴 23号住居跡竃

18・ 19,20・ 21号住居跡完掘 23号住居跡完掘

22号住居跡完掘 2Ⅲ 19号柱居跡完堀

PL6 19号 住居跡出土還物・20号住居跡貯蔵穴・18・ 19・ 20・ 21号住居跡・22号住居跡完掘・
23・ 24・ 19号住居跡完掘・23号住居跡寵・23号住居跡完掘・24・ 19号住居跡完掘
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1号上坑完掘

7号土坑出土遺物

炭窯土層

PL7 1号 土坑完掘・7号土坑出土違物・10号土坑土層、
ビット群・炭窯土層              10号

土坑完掘・2号溝完掘・
同完掘
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